
特集

龍谷大学社会学部開設鱒周年

社会学部略年譜

社会学部歴代学部長

ごあいさつ 20周年を迎えて

社会学部20周年記念事業内容

社会学部開設20周年記念シンポジウム

あとがき











明治 12(1879)年

明治33(1900)年

大正 11(1922)年

昭和 17(1942)年

昭和43(1968)年

昭和46(1971)年

龍谷大学社会学部略年譜

大教校時代に社会学は「世態学」として開講された。

この年から大正 11(1922)年までの仏教大学時代にも社会学

講座は開設されていた。

龍谷大学が文学部のみの単科大学として発足するとともに，社

会学講座が正式に開設される。

文学部哲学科内に社会学講座が設けられる。

文学部哲学科から，社会学・社会福祉学よりなる社会学科が分

離独立する。

大学院文学研究科修士課程に社会学・社会福祉学専攻を開設す

る。

昭和 59(1984)年 大学院文学研究科修士課程社会学専攻を社会学専攻と社会福祉

学専攻の二課程に分離するとともに，社会学専攻・社会福祉学

専攻の博士課程を増設する。

平成元 (1989)年 瀬田学会(滋賀県大津市)に社会学科・社会福祉学科の二学科

よりなる社会学部を開設する。

平成3(1991)年 大学院社会学研究科社会学専攻・社会福祉学専攻博士(前期・

後期)の二課程を開設する。社会人に昼夜開講制を実施する。

共同研究機構「龍谷大学福祉フォーラム」が始動する。

平成 10(1998)年 社会学部の社会福祉学科を改組し地域福祉学科・臨床福祉学

科を開設する。福祉実習棟 (6号館)が完成する。

平成 12(2000)年 社会学科に社会調査士課程を開設する。

平成 14(2002)年 滋賀医科大学と龍谷大学が医療と福祉を軸に学術交流協定を締

平成 15(2003)年

平成 16(2004)年

平成 19(2007)年

結する。滋賀医科大学の医学科・看護学科と本社会学部の地域

福祉学科・臨床福祉学科とを中心に，学術・教育・実践の交流

を行うことになる。社会学部学会が『社会学部ジャーナル』を

創刊する。

社会学科がプレイワーカ一課程を開設する。

社会学部にコミュニテイマネジメント学科を開設する。これに

より，社会学部は，社会学科・地域福祉学科・臨床福祉学科・

コミュニテイマネジメント学科の4学科構成となる。

本社会学部の「大津エンパワねっと」構想が文部科学省の「現

代的教育ニーズ取組支援プログラムjに採択される。

平成20(2008)年 地域連携型教育プロジェクト「大津エンパワねっとJの拠点と

して，町家キャンパス「龍龍」を開設する c
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ごあいさつ 20周年を迎えて

社会学部長 長上深雪

1989年に理工学部とともに社会学部が瀬田に開設されてから早 20年がたちました。

開設当初は，一期生となる一回生だけで，建物も l号館と図書館，体育館があるだけで

したから，今や所狭しとなっているこのキャンパスもたいそう広く感じたものです。 OB

会でソフトボールをしたり 先生方や事務の方々とテニスを楽しんだりしたのはよい思

い出です。開設時には，研究室も講義も l号館をお借りしていましたが，その分，理工

学部の教職員や学生と良い意味での交流ができた時代でした。学生は文系と理系という

垣根をこえて，サークルや学内での活動を共に築き上げ.10年後には国際文化学部の

学生も加えて，より広い視野で、の活動に育ってきたのではないかと思います。教職員の

側も，組合活動や懇親会を合同で開催して交流を深めましたし，第 1回の瀬田龍谷祭で

は模擬屈を両学部の教員有志で出しました。当時は，まだ二回生以上が深草と大宮で学

んでいましたので，私たちは3キャンパスで講義をしました。社会学科も社会福祉学科

も実習教育を大きな柱にしていましたので，その準備に駆け回りながら. 3つのキャン

パスを行ったり来たりしていたことを思い出します。忙しい毎日でしたが，この瀬田キ

ャンパスにどんな絵を描こうかとワクワクしながら，事務の方々とも共に希望に燃えて

過ごした日々だったように思います。

それから 20年，この間に社会学部は二つの大きな転機を迎えました。一つは 1998年

に社会福祉学科が二つの福祉系学科に分かれたことです。これにより，従来の社会学科

に加え，新たに地域福祉学科と臨床福祉学科が加わり，学生数も開設当時に比べ倍近く

に増大しました。二つめの転機は. 2004年にコミュニテイマネジメント学科を新設し

たことです。これにより現在の4学科体制となりました。入学定員は 1学年 500人を超

え，龍谷大学の社会科学系学部としては最大の学部となって今日に至っています。教員

数も，開設当初は 2学科で十数人という体制でしたが，いまや専任教員数は 60人近く

に達しています。

社会学部における教育を展開する中で，私たちが一貫して大事にしてきたことは，

「現場主義」の理念です。四つの学科が協力共同して，この「現場主義」の教育理念を



具体化した教育実践が「大津エンパワねっと」構想(文部科学省 2007年度現代 GP採

択事業)です。ちょうど20周年の節目の年にこの構想がGoodPracticeとして採択され

たことは意義深いものだと感じています。これまでは，四つの学科が独自のプログラム

を展開し. I共同開講科目」は共通して受講する機会がありましたが，専門教育課程に

おける共同受講はありませんでした。この「大津エンパワねっと」構想にもとづく教育

プログラムの開設によって. 20年目にして初めて 4学科の共同開講による本学部のオ

リジナルな教育コースが誕生したのです。これは，学生が地域に出向き，住民との協働

協力関係を築きながら.地域の問題解決に向けて多様な活動を展開していく内容をもつ

もので，学部として「現場主義」の理念を深める大きな機会となりました。 2009年度

には，龍谷大学認定資格としての「まちづくりコーデイネーター」の資格が，この教育

課程受講者の第一期生におくられています。学部として量的に拡大してきたと同時に，

これまでの「現場主義Jにもとづく教育展開が，こうした形で教育の質を深化させ，花

開こうとしていることは社会学部の未来を明るいものに導くのではないかと確信してい

ます。

社会学部として初めて卒業生を社会に送り出したのは 1993年3月 (1992年度生)の

ことです。 20年目の 2009年には 16期生が卒業していきました。卒業生の数はおよそ

5，000人にも達し，社会で中堅として活躍されている OBも数多くいます。龍谷での学

びを礎にそれぞれの場所で一生懸命生きている卒業生は 私どもにとっての大きな宝で

あり，また誇りでもあります。卒業生が胸をはり，社会学部で学んだことを誇りにして

人生が送れるよう，社会学部の教育と研究の内実をさらに深めることが求められていま

す。 20周年は決意を新たに，本学社会学部が未来に向かつて大きく羽ばたく節目の年

にしたいと思います。これまで社会学部を支えてくださった創設時の諸先輩・諸先生に

感謝するとともに，卒業生，在学生諸君にも心より感謝申し上げる次第です。ありがと

うございました。

(2009年 3月記)



龍谷大学社会学部20周年記念事業内容

(2008年度)

0瀬田学舎開学20周年記念講演会(理工学部と合同開催)

月日:2008年7月19日(土)

講演者:嘉田由紀子氏(滋賀県知事)

演 題:r滋賀県における文理連携の地域貢献を期待してJ
会場 :4号館209講義室

0龍谷大学社会学部開設20周年記念講演会

月日:2008年 10月25日(土)

講演者:五木寛之氏

演題:rうつの力」
会場 :4号館209講義室

0龍谷大学社会学部開設20周年記念シンポジウム

テーマ:r社会的排除を考える一一子ども・若者の場合一一」
月日:2008年 10月26日(日)

会場 :4号館209講義室

0龍谷大学社会学部(社会学科)開設20周年記念講演会

月日:2008年 11月2日(日)

講演者:大田昌秀氏(元沖縄県知事・前参議院議員)

演題・「平和と学問」

会場:龍谷大学大宮学舎清和館3階ホール

0同窓会

月日:2008年 10月25日(土)

会場.青志館2F



社会学部開設20周年

記念シンポジウム

ァーマ

「社会的排除を考える」一子ども・若者の場合一

日程

2008年10月26日(日)

10: 00~11 : 30 基調講演

13 : 00~15 : 00 シンポジウム

会場

4号館209講義室
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社会学部開設20周年記念シンポジウム (2008年 10月26日)

基調講演

希望格差社会を超えて

古賀:本日はょうこそ龍谷大学社会学部開設 20

周年記念事業の本シンポジウムにご来士暴いただき

ましでありがとうございます。私は，本日の総合

的な進行役をさせていただきます本学社会学部の

古賀和則と申します。どうぞよろしくお願いいた

します。

本日はご案内のように，龍谷大学社会学部開設

20周年の記念事業といたしまして「社会的排除

を考える一子ども・若者の場合一」と題してシ

ンポジウムを行う予定にしています。まず午前中

に山田昌弘先生に「希望格差社会を超えてJと題
する基調講演をいただき さらに午後にはこの基

調講演をめぐって，社会学および社会福祉学の専

門家の方々を招いて討論会を行います。

初めに主催者を代表いたしまして龍谷大学社会

学部長の長上深雪よりごあいさつ申し上げます。

長上:皆さま.おはようございます。龍谷大学社

会学部長の長上でございます。本日はょうこそお

出でいただき，本当にありがとうございます。

社会学部は 1989年にこの瀬田キャンパスに学

部を開設いたしました。第 l期生わずか 200名足

らずでございました。ちょうど理工学部も 4学科

開設し当学部の 2学科合わせて学生数500名足

らずで出発しました。 20年があっという聞に過

ぎてしまいました。現在，瀬田キャンパスには 3

学部.理工学部6学科，社会学部4学科.国際文

化学部 l学科があります。学生数は 8，000人余り

に達しております。

本日の講演会は本学部の 20周年を記念しまし

て開催いたしました。社会学部はその名のとおり

社会を学問する学部でございますが， どのように

講師:山田昌弘氏

時代に向き合うか.どのような問題を私たちが研

究しまた教育をし世の中に情報として発信し

ていくか，が問われています。改めて本学部が時

代と向き合い.社会問題に真撃に向き合っていく

ことを決意する，その日に本日をしたいと思いま

す。本学部では，共生社会研究センターを立ち上

げようと準備をしております。本日をその準備の

ための第 l回目の記念講演，シンポジウムと位置

づけてまいりました。山田先生をはじめ，午後か

ら宮本先生，山田先生.山勝先生，本学部の教員

も含めて「社会的排除Jをテーマに， とくに子ど
も，若者に焦点を当ててシンポジウムを開催して

いただきます。皆さんと共に，今の世の中にある

状況の中で最も問題のしわ寄せをされがちな子ど

もの問題，若者の問題をともに考えていきたいと

思います。

きょうを人間で言えば二十歳の門出の日にした

いと思っておりますので， どうぞよろしくお願い

いたします。本日はありがとうございます。

古賀:それでは開演に先立ちまして，先ほども学

部長のほうから少しありましたけれども，本日の

シンポジウムに至る経緯，今回の趣旨について簡

単に紹介させていただきたいと思います。

先ほど申しましたように，われわれは，この 20

周年の記念の年にどういう事業を行うかというこ

とでいろいろ考えてまいりました。その中でわれ

われが考えたのは，この機会を l回だけのお祭り

的な事業ではなくて，これから 10年後あるいは

20年後の本学社会学部のあり方を構築するよう

な，その出発点にしようということです。従いま

して，事業といたしましては，単年度ではなくて
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もっと期間をかけて考えていこう，その始まりの

ときにしようというふうにしたわけです。

その内容を具体的に申しますと，社会学部には

社会学系 2学科と福祉学系 2学科の4つの学科が

あります。それら両方の学科が共同して取り組め

るようなものであって，さらに内容的には現代社

会が抱えている問題を，特に「社会的排除」とい

うような視点一ーもっと違った言い方をしますと

「排除と包摂」というようなテーマーーでもっ

て，新しい社会学部のあり方を考えて作っていこ

うじゃないかと考えたわけです。

この「排除と包摂」というテーマは，現代社会

にとって大きな問題になっています。社会の場面

で，家庭，学校，職場，その他社会のいろんな局

面において様々な形において排除されている

人々，俗に「難民jと言われることが多いのです

けれども，そういう排除されて難儀をされている

人々の問題，それから排除する側，社会の側の仕

組みの問題を取り上げて研究していこうじゃない

か。それからもう一つは，研究の結果，排除をど

のような形で解消していくのか，それをわれわれ

は包摂という形でイメージしていますが.そのあ

りょう，あるいは可能性を提案していこうじゃな

いか。排除される側の問題，排除する側の問題，

それから解決の方法.こうしたところに目を向け

て議論を深め，社会に発信していこうと考えてお

るわけです。

本日は，そういう流れの中で社会的排除を考

え，特に今回は子どもと若者ということをテーマ

として議論を深めていこうとしております。その

ような経緯で本日があるということをご了解し、た

だけたらと思います。

まず，山田先生には「希望格差社会を超えて」

と題してご講演いただきまして，先ほど申しまし

たように午後には社会学，それから社会福祉学の

専門家の先生方を交えて議論を深めていこうとい

うことでございます。

それでは長くなりましたが，基調講演に入りま

す。まず山田先生に基調講演をいただきまして.

そして午後のシンポジウムにつないで、いこうと考

えています。先生のご紹介につきましては，こち

らのほうのパンフレットに書いております。山田

先生は東京大学大学院社会学研究科を修了されま

して，そのあと東京学芸大学の教授を経られまし

て，現在中央大学の教授でいらっしゃいます。ご

専門は家族社会学.感情社会学ということでござ

います。山田先生は「パラサイトシングル」など

社会の変化を切り取った言葉を生み出された社会

学者でございます。著書に『パラサイトシングル

の時代.1rパラサイト社会のゆくえ.1r希望格差社
会Jなど多数ございます。社会活動の面では内閣
府国民生活審議会の委員，内閣府男女共同参画会

議基本調査会専門委員などを歴任されておりま

す。

それでは山田先生よろしくお願いいたします。

山田:おはようございます。日曜日の朝早くから

来ていただいてどうもありがとうございます。ま

た龍谷大学社会学部開設20周年ということで

お呼びいただきましでありがとうございます。

社会学とは何か

私は一応社会学者を名乗ってもう 29年くらい

になるわけですが，社会学とはあんまり人を助け

ない学問だなと，最近よく感じるようになりまし

た。なぜかというと，私が社会学を学び始めると

きに，東大に見田宗介先生のゼミをとったのです

が，先生が「社会を，偏見とか常識とかを脇によ

けて，ありのままに見ることが社会学の本質だ」

とおっしゃいました。私は，すべての学問の本質

はそうだと思うのです。「社会学というのは.社

会を，そのものをありのままに見つめる学問だ」

と習ったのです。

社会学がなぜ嫌われるかというと，これもまた

2000年前のユリウス・カエサル(ジュリアス・

シーザー)の名言に. I人は見たいものしか見な
い」という言葉があります。 2つを組み合わせる

とどうなるか。社会学は人が見たいと思わないこ

とを見せてしまう学問になるわけですよね。これ

では嫌われちゃうわけですよ。

2000年頃，フリーターなど非正規雇用者のイ

ンタビ、ユー調査をしていたときに，こんな経験を

しました。地方の 30歳ぐらいで大卒の方です。

最近プライパシーにうるさいので，あいまいにし



ておきますが， 30歳ぐらいの女性が大卒で事務

のアルバイトやっています。年収が 100万円程

度。もちろんパラサイトシングル。親と同居して

生活している。「将来の夢は?Jとか， r将来どう
したいと思いますか」って言ったら， r私は， と
にかく結婚して主婦になって，そして子どもを育

てて，育て終わったら社会活動とかして過ごした

いと思います」とか答えるわけですよ。私，つい

つい社会学者として次の質問をしてしまったわけ

です。「もしね，結婚できなかったらどうなさい

ますかjって聞いちゃったんですよ。そしたら彼

女は.口からほとんど泡を吹き出さんばかりに固

まってしまったんですね。私は，多分フリーズっ

て状態はこの状態なんだなって分かりましたよ。

「ああ， しまった」と思ったわけです。「あっ. も

しかしたら婚約者とかいらっしゃるんですかJと
なおも追い討ちをかけてしまいました。彼女はも

う何もしゃべれなくなってしまった。「じゃあ，

彼氏はいますか」って言ったら r"，，，.Jつてな感
じでした。つまり彼女は結婚できなかったらどう

なるか，っていうのを全く考えてないわけですよ

ね。

でも社会学的に言えば，あんまり大きな声では

言えないですが.当時はもうちょっと確率はあっ

たかもしれませんが，現在 30歳独身女性が将来

結婚する確率は多分5割以下です。 2人に l人は

一生結婚できないっていうような計算ー・…しょう

がないですよ，これ計算ですからね。できるかも

しれない。でも，できない場合のことは全く考え

てないっていうことを明らかにして見せてしまう

と，やっぱり人は怒ったり，び、っくりしちゃった

りするわけですね。だから，それでやっぱり嫌わ

れますよね。だから， きょうの話もあんまり明る

い話じゃないですよね。「社会的排除jというタ

イトル自体からして，あんまり明るい話じゃない

です。

私は，この 3月まで東京学芸大にいたんです

が，ゼミの学生にお別れ会を開いていただいて

「先生，本当は言っちゃいけないかと思うんです

けど」って男子学生が言って， r山田先生のゼ、ミ
が終わる度に，暗い気持ちになって家路につきま

した」って言うわけですよ。まあ，いい.良かっ
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たと思ったんですね。卒業生と会ったときに，卒

業生が言うには「山田先生が言っているほどはひ

どくはなかったj。まあ，多少は脅しといたほう

がいいかなって思いましたけども。

社会学の基本の授業になりますが，講義の最初

にl年生に対して私は「これからはリスク社会に

なるよ」という話をするわけですね。どういうこ

とかっていうと，今ここに 100人の学生がいると

する。国立社会保障人口研究所の推計によると，

このうち 25人， 4分の lは一生結婚できません。

結婚する 75人のうち 3分の lの25人は一度は離

婚しますよ。何度もする人もいますけれどもね。

つまり今の若い人で，結婚して離婚しない人は 2

人に l人しかいないわけですよ。今の 70歳ぐら

いの人だと，だいたい 97パーセントの人が結婚

して，離婚した人がだいたい l割ぐらいですか

ら， 9割ぐらいの人は結婚して離婚しないで一生

を送ってきたと思うんです。今はもう 20歳ぐら

いの人で，結婚して離婚しない人は 2人に 1人と

いう予測なんですね。予測ですから将来どう変わ

るか分かりませんが，だいたいそんなところだと

私は思っています。自分じゃないとよく思うんで

しょうけれども，だいたいならしてみればそうだ

と思うわけですね。

だけど.ここ 10年の聞に.大学の先生をやっ

ていても，やっぱり思いがけないことがどんどん

起こってくるわけです。私のゼミ生でも 3年生の

ときに結婚して4年生のときに離婚した人がいま

すしできちゃった結婚で子持ちのゼミ生もいま

す。いや，単に私のところに学芸大の中でもそう

いう人が集まってくるんだと思いますよ。

それで，子持ちで教育実習に行って怒られて帰

ってきた。それもひどい話ですよね。なんか教育

実習は.学生が朝から晩まで，夜中まで翌日まで

実習枠を作っているのが当然のように考えられて

いましたけれども，子持ちですからね。だから，

小学校の先生に嫌味を言われたっていうんです

よ。「子どもの保育園があるから帰ります」って

言うと「ほかの教育実習生は残っているのに，あ

んただけ特別扱いはできないんだけどな」みたい

な言い方をされるんです。でも，そういう社会が

できちゃったわけですから，それはやっぱり少な
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くとも先生たる以上，表だ、って排除はできません

から，嫌味を言われる程度ですんだわけです。と

いうわけで、，社会学は，そういうありのままを見

せるんです。

再帰性とは

最近，社会学では再帰性という概念が重要にな

っています。つまり，言ったことが自分に帰って

きてしまう社会だ、っていうことなんです。そうな

ってくると，実は大学の先生もそうのんきに研究

だけをしていればいいとか，調査していればいい

というわけでない。なぜかというと，去年の日本

社会学会で格差のシンポジウムがあったんです。

そのとき，東大教授に佐藤俊樹さんという名の通

った研究者がいますが，彼が言ったのは.r昔の
研究者は中立的な立場でいられた。昔は階級とい

うのがいろいろあった。一方で会社の経営者とか

資本家がいて，他方で労働者がいる。研究者はど

ちらの立場にも立たない中立的な人っていう立場

でいられた。だけども今は違うJと。今は社会的
排除は大学の教員間でもあるわけですよ。つまり

正規教員と非正規教員という間で，明確に社会的

排除っていうのができているというわけです。大

学の教員だ‘って，実は社会的排除の当事者なんで

すよね。これは，言ってしまうとなかなか厳しい

話になるわけですよ。

だから私.rせめてjと思うんです。私の前任
の大学は国立大学だったから予算がどんどん減ら

されるわけですよ。まず，何をカットすると思い

ます? 非常勤講師の人件費をカットする。常勤

の先生の給料を下げるのは難しいから非常勤の人

件費を下げる。だから，執行部等に文句を言った

わけですよ。「それは，やっぱりないんじゃない

の? 非常勤講師(非正規雇用)と正規雇用の聞

の格差が広がっているっていうんだ、ったら，せめ

て，大学の先生の間でも.やっぱり非正規雇用の

人の賃金を上げて，正規雇用の賃金を下げるよう

にしたらいいんじゃないですかJって言った。そ
したら，これもまた嫌味を言われてちゃって，

「山田先生はいいよ，アルバイトで稼げるから」

みたいに言われてしまうと，イ可も言えなくなるの

ですよ。

あと，定年延長の問題が起きたときも，私は一

応反対したんですよ。「実際，定年延長すると若

い先生が入れなくなる.排除されるのは良くない

んじゃないか」って言って，定年延期に反対した

ら，その声はかき消されたんですね。やっぱり大

学の正規の教員は既得権がありますから，ほとん

とぞ賛成で、結局通ってしまった。辞めたわけじゃな

いんですけど， もっと定年の長い大学に移ってし

まって。「山田先生， 自分の言葉に責任もって早

く辞めましょうね」みたいにアルバイトの秘書の

人からはついつい嫌みを言われました。というよ

うに，ありのままに見るときっていうのはやっぱ

り厳しいですよね。自分にも返ってくるので厳し

いんです。

社会的排除について

社会的排除っていうと巴xclusionの訳なんです

が，確かに exclusionを「排除」と訳してしまっ

たということの問題があります。先ほど「難民」

とおっしゃったんですが，なんかホームレスと

か，そういう難民が現れて，そういう人がかわい

そうだから助けましょう，みたいな話に聞こえて

しまうんです。多分，午後は宮本先生がいらっし

ゃるので，そういう話は詳しくなされると思うん

です。排除よりも「分断」と訳した方が良かった

かなと思います。なぜかというと，大学が非正規

の教員に，別にアンタはいなくてもいいって形で

排除しているわけじゃないですね。難民っていう

と，いなくてもいいってふうについつい，思ってし

まいがちですよね。そうじゃないんで、すよ。社会

的に必要なわけですよ。非正規の人も後で言いま

すが，アルバイトの人も，フリーターの人も社会

にとって必要な人なわけですよ。必要な人だけれ

ども，分断が起こって一人前の人とはなかなか見

なされない。

だから正式に. exclusionを，何か居ても居な

くてもいい，かわいそうな人たちと考えてはいけ

ないと思います。社会的に必要なんだ。日常的に

社会的にちゃんと役割を担っている。社会学的に

言えば，社会にとって必要な構成員であるのにも

かかわらず，一人前とは見なされていないような

立場の人が増えてきている。これが社会的排除の



本質だと思います。それが，あらゆるところで起

こっています。だから，われわれ大学の教員問で

は.正規の教員と，非正規の非常勤だけしかして

いない先生という形で分断が起こっている。学生

の皆さんだ、ったらアルバイトしていると思います

が，アルバイト先の正社員と，ただのアルバイト

っていう形でも起こっている。だから，正確には

排除っていうよりも分断と言った方がいいと思い

ます。もし排除と言葉を使うのだ、ったら，何から

排除されているかということを明らかにしなけれ

ばいけない。私は「希望の社会学」を提唱してい

ますので，最近は「希望から排除されている

人々」だ、って言うようにしています。

希望格差について

レジュメが配られていると思いますが， I希望

は努力が報われると感じる時に生じる。努力しで

もしなくても同じだと思えば絶望が生じる」。つ

まり，私が「希望格差社会」と書いたときは，努

力が報われてどんどん社会的に一人前として認め

られる人と，希望から排除されていくら努力しで

もなかなか認められない人々に分断されている社

会のことを言っています。別に努力していないわ

けではない。必死で一緒に働いているんです。大

学の先生と非常勤の先生が一緒に働いているわけ

ですよ。だから，ホームレスとか難民のように.

目に見えて分断されているわけじゃない。一緒に

いる。アルバイトだってそうですよね。正規の社

員.アルバイトの社員だ、って別に目に見える形で

分かれているわけじゃない。一緒に働いている。

一緒に働いているんだけれども，一方には希望が

あって一方には希望がなくなっている。われわれ

は，そういう社会になりつつある中で， どうした

らいいかっていうのを，実は考えなくてはいけな

いということです。

皆さんは社会福祉学科ということなんですが，

福祉の現場に行くと，とεっちが排除されているん

だろうな，とかいう感覚に襲われることもあった

んです。介護保険なとaでヘルパーさんが行きます

けど，果たして.厚生年金等をもらって介護を受

けている人はかわいそうな福祉の対象で，介護を

実際に行う人は援助する人だ、って言えるかどうか
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ですね。

これもあんまり大きな声じゃ言えませんが，介

護福祉現場だと正規職員であっても平均給与は

300万とかですよね。非正規の訪問介護だと，本

当にフルタイムで働いても平均給与が百何十万か

という調査もあります。でも受け取っている年金

が200万， 300万の人が多いわけじゃないです

か。そりゃまあ，ガンガン働いてきた成果ってい

うのもありますけれども.働いて支援しているほ

うの生活が苦しいわけです。もちろん，そうじゃ

ない人もいますよ。介護されている人でも年金収

入の低い人もいます。そういう人もいれば.介護

を受けている人のほうが，収入が高くてずっとい

い生活をしているんだっていうようなこともあり

ます。実際どっちが社会的な排除をされているの

かな，なんでいうふうに思ってしまうわけです。

きょうもこれじゃ，だんだん暗くなってきますよ

ね。すいませんね。私は最初から暗い話しかでき

ないといつも言うんです。

だから.そういう状況を変えなきゃいけないで

すが，なかなか難しいと思いますよね，っていう

お話なんです。本題に入らせていただきます。先

ほども言いましたが，希望は努力が報われるとき

に生じる。自分がやっている仕事でもいいです

し家事でもいいですし勉強でもいい，そうい

うものが将来，報われるんだ、って思えれば，人間

は生き生きと希望を持って生きられる。逆に自分

が今やっている努力，仕事でも，勉強でも，主婦

になってもいいですけど，それが報われない。や

ってもやらなくても同じだと思えば，人間は絶望

に陥るわけです。

だから.社会全体を見回してみて，全ての人が

希望を持てる社会，希望をもって生活している社

会というのが，私の基準で言えば，いい社会。逆

に希望が持てない人，つまり努力したって無駄だ

とか， しょうがないっていう人がどんどん増えて

くると.安心や活力が社会全体から失なわれてく

るわけです。これはもちろんこつのタイプがあり

ます。

一つは既得権っていうのがあります。私から言

わせれば，努力しなくても報われることを私は既

得権だと思います。自分で努力しなくても既得権
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があるから，収入だけじゃなく，いろんな意味で

報われる。そうすると，社会はどんどん低下して

いくんです。既得権がある人は努力しないし既

得権がない人は既得権がある人を見ると「ゃった

ってしょうがないな」と思う。そうなるとだんだ

ん社会は低下していく。

ここ 10年の改革は，公務員改革から始まって

ー一小泉内閣時代から始まるわけで、すけども.根

っこは構造改革にあります一一公務員パッシング

も含めまして，道路公団改革.最後に小泉さんが

やった郵政民営化に至る一連の流れの中に.rど
うも既得権に守られている人がいる。努力しなく

ても，のんびりしていても，一生楽に生活ができ

る人がいるらしい。だからそれを壊すべきだ」っ

ていうような意見が，数年前までは主流を占めて

いたわけです。私から言ったら，以前の日本社会

は一種のパラサイト社会ですよね。地方の土建業

みたいに，とにかく公共事業で談合すれば自動的

に仕事はできて，多少は努力しているんでしょう

が，努力しなくてもお金が儲かるみたいなものが

あった。それをなくしていくのは.ここ 10年の

一つの傾向になると思います。

1998年という分岐点

しかしその一方で.努力しでも報われない人

は，逆にこの 10年の問で増えてしまった。努力

しても報われないって，思っている人がたくさん出

てくると，つまり将来に絶望している人がたくさ

ん出てくると.社会は暗くなってきます。かつ，

多分ここ 10年の聞にそれが増えてきた。私が最

初に『希望格差社会』を書くきっかけになったの

は自殺者統計です。 1997年から 1998年，この 1

年間で自殺者数が約 8，000人増えているわけで

す。 97年は多少増えたんです。 2万4，000人ぐら

いだったのが. 1998年に突如. 3万2，000人。ち

ょうど中高年男性自殺者が8，000人増えている。

厳密には 8，000人じゃないですが，中高年男性自

殺者がl年の聞に倍とはいかないまでも.その層

の自殺者が増えている。まさに. 1998年に人々

の絶望が増えるような出来事が起こった。

私のように大学の先生とかをしているとあまり

気付かないんで、すよ。かつ公務員の人も気付かな

かったそうです。でも民間の人に聞いてみると.

97-98年は普通のサラリーマン，会社員のマイ

ンドを徹底的に変えてしまった時期だ、ったらしい

ですね。何が起こったか。拓銀がつぶれ，山一誼

券がつぶれた。つまり名だたる一流企業という銀

行，証券会社などがつぶれてしまった。北海道の

サラリーマンの人に聞くと，この当時，拓銀がつ

ぶれたのはすごいショックだったと言うんです

ね。大学の先生をやっていると，学校の先生って

別に不況だ、ったからって今のところは給料が下が

るわけでもない。私も私立になったので分かりま

せんが。

大学の先生とか公務員の人は気付かなかった。

民間の会社に勤めている人のマインドは，その 97

-98年の聞に一斉に変わってしまった。逆に 97

年ぐらいまでは，普通にしていて普通に努力をし

ていれば，普通に勤められ続けて無事に定年を迎

えて，年金をもらえて一生食えるからという気分

でどうもいたらしいけれども. 98年になると.

現実にリストラ等にあった人は，部分的には少な

かったかもしれないけれども，社会意識的にはす

ごく大きな変化があったんです。社会意識的に言

えば， もしかしたら，このまま定年まで勤められ

るかどうか分からないっていうような意識変化と

か，もうつぶれる可能性だ、つであるし失業する

可能性だつであるっていうように意識がひっくり

返ってしまったんですね。

統計関連を見てみると， 1997-1998年を境に

して， まずーっは，特に福祉の分野で児童虐待が

急増するわけです。今，私は総務省の統計研修の

客員研究員をやっていて，子育て家庭の年収をず

っと調べていたんです。やはり 1994年と 2004年

を比較すると，子どもを育てている家庭で低収入

の家庭がどんどん増えています。子ども l人だ

と.収入が高い家庭が増えているんですよ。で

も，子どもを 2人3人持つ家庭だと低収入，年収

200万とか300万で子どもを育てた世帯が.10年

前に比べてだいたい1.5倍ぐらいに増えていま

す。

そうすると児童虐待も増えますよね。増えます

よねって言うか，児童虐待の三大原因と言われて

いるのが，不安定就業と一人親と低収入。その三



つ，その組み合わせが児童虐待を生みやすい要因

になっています。私も東京都の児童福祉審議委員

会で虐待児童の家庭の収入調査をやっていたんで

す。だいたい親の生活自体が将来成り立たないと

いうときに，ちゃんとした子育てしようたってな

かなか無理なところもあるわけです。

一方で.収入が高い，子ども l人の家庭が増え

ているんですよ。高収入の共働き。すごく高いか

もしれません。夫婦2人で正規の教師やっていた

りとか，われわれ教師もそうです。あるいは医者

同士で結婚しているとか，そういう中で.子ども

を育てる家庭も，また共働きから出てきちゃった

んですよ。一方で高収入共働き家庭もできて，一

方で低収入で子育てをする家庭ができているわけ

です。

で.これもまた自分たちに返ってくる問題なん

ですね。あんまり大きな声では言えませんけれど

も，自分のことになると大学の先生も， 自分の子

どもを私立学校に入れようとするんですよね。あ

る左翼系の教育学者ですごく有名な人なんです

が， I貧困はけしからん.文部科学省はもっとし
っかりしろ」とか言うような先生がいるんです

ね。その先生の子どもは，ある有名私立へ通って

いるんです。だから，そうやって言う先生も.自

分のことになると分からない。昔はそれで、良かっ

たんですよ。昔は大学の先生は中立的な立場でい

くのだ，っていうのでしたから。

一方で私の知り合いに，旦那さんも非常勤講師

をず、っと何十年も続けて，奥さんも非常勤講師を

何十年も続けて，そういう中で子どもを育て上げ

た人もいます。この社会にとっては，そこもまた

難しいとこなんですよね。

『希望格差社会』についても宮台真司先生にち

ょっと批判されちゃったんです。「いや，希望が

なくたって楽しく生きている方が幸せだ、っていう

可能性については，山田昌弘は言及しない」とか

言うわけですよ。まあ.そうですよね。しいて今

のところと言いますけれども一....本当は，これか

らは何が幸せなのかっていうところに，だんだん

と幸せとは何かっていうところに，実は社会的な

関心を移行させなくてはいけないような時代にき

ているとは，私は思っています。
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「非正規で、自分のやっている仕事に希望がな

い，低収入だからといって，それがいけないこと

だと断定するのはいかがか」と，宮台真司先生は

反論するわけです。まだまだ山田昌弘はそういう

ふうに古いタイプの主張だ， と批判されるんです

ね。そういうことも考えなくてはいけないです

が，でも現実に社会的な排除をされて希望がなく

なっている人がたくさん出てきているわけですか

ら，そこは特にここ 10年の聞に出てきていると

いう事実はなんとかしなくてはいけない。それを

どういう方向でするかというのは，これから議論

していかなくてはいけないことです。そういう意

味で私は宮台真司さんと同じように，低収入の人

を社会からなくすことはできるんだろうか，全て

の人が安定した収入を持って生活できるような社

会，安定した， しかも結婚して豊かな生活を送れ

るような社会は，今後くるかどうかっていうの

は，これは難しいことだなと思っています。

オールド・エコノミーとニュー・エコノミー

もう半分ぐらいの時間になりましたね。レジュ

メ 1ページの「経済の構造変動と経済格差の拡

大」っていうところに戻りたいと思います。かつ

て，だいたいワーキングプアと言われている人た

ちが，社会的排除をされている人たち，正確には

分断された人たちとイコールだと思います。プア

じゃなくてもいいですけどね。いわゆる私が言う

パラサイトシングル，親と同居して低収入な人

も.親と同居している限りプアじゃないですよ

ね。若いけど親はしっかりしてプアではないです

が，仕事から言うと低賃金の仕事をしている。将

来の仕事でなかなか評価されることがない人た

ち。もしくは実際にいくら働いても人並みの生活

に達しないワーキングプアの人たち。ここが議論

のしどころなんです。

今まで日本もそうですし世界もそうでした。

1997年までの社会は，朝から晩まで働いて人並

みの生活水準に達しない人は存在しない，という

ことを前提にして組み立てられていたし今もそ

うです。そして， 1997年までの日本社会は，朝

から晩まで働けば人並みの収入が得られて当然

だ，っていう前提のもとに社会が組み立てられて
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います。だから，ワーキングプアは存在してはい

けないんですよ。いけないって言うか，存在する

はずがないものとして社会の中で見続けられてき

た。もし朝から晩まで働いて生活できないような

収入しかもらえない人がいたら.好きでやってい

るだけだ。今までは社会はそういう扱いをしてき

たわけです。現実にだいたいそういう状況はあっ

たわけですね。

男女の問題があるから難しいですが，男'性だっ

たら 1997年ぐらいまでは，朝から晩まで働いて

いけば，妻子を養うぐらいの収入は得られる職に

つけていたんですね。だから，今までワーキング

プア，低賃金なんてものは問題にならなかった。

例えば，これも福祉年金の話ですが.私の卒業生

で専業主婦をやっている人がいるんですね。実際

それは珍しくも何ともないわけです。最近，専業

主婦志向が若い人の聞で増えているんですよね。

まさか山田ゼミにはないだろうと，思ったら，去年

ゼミの3年生に「将来，何になりたい?Jって聞

いていったら，ある女子学生が「私，専業主婦に

なりたい」って答えてくれて， ピックリしちゃっ

たんですよ。だいたい学芸大は職業志向が高い女

性が来るところだと思っていましたし，ましてや

山田ゼミですよ。私のゼミですよ。私のゼミを選

んで専業主婦になりたいって言う，よく勇気があ

るなと思って， I私の授業，出なかったのか
な?Jって聞いたわけですよ。「山田先生の授業

は全部出て.全部 Aをもらった」って言うんで

すよ。「え? でも授業で言ったろう。自分の収

入で妻子を養って家を建てて，車を買って，子ど

もを大学まで行かせられるような収入をもっ男性

は， 1970年-1980年には2人に 1人だ。職業社

会学でいろいろ計算すると.今の若者の男性で妻

子を養って，つまり共働きせずに家を買って，車

を持てて.子どもを大学に通わせることができる

可能性は 10人に 1人いるかいないかだぞ。 10パ

ーセントぐらいだぞって最初に言ったろう?Jっ
て言ったんですよ。そしたらその女子学生，何と

答えたと思います?Iええ。私もそう思います」
ってね。「私はその 10人に 1人の男性を捕まえる

自信があります」。まあ，そういう生き方も，多

様な生き方ですから，いいんですけど，自信があ

るわけです。

確かに，やはり離婚が増えているって言って

も，離婚は，これはアメリカの研究でもそうなん

ですが，収入が高い層と低い層に多いんですよ。

中流層って離婚が少なくて，収入が高い層と低い

層で.離婚が増えたわけです。なぜかと言うと，

だいたい2タイプ。収入が低い層は，夫が居ても

居なくても同じようなわけですね。居ても居なく

ても閉じだ、ったら居ない方が，まあ，良い。失業

したり， リストラされたり，倒産した人たちに離

婚のケースが日本でも多いわけですが，そんな夫

はいない方がいいわけですよ。夫がいると母子手

当や生活保護を受けられない。低収入の夫が居る

よりも母子家庭になった方が，生活保護を受けや

すいですから，ょっぽどいい生活ができる。低収

入層で離婚が増えた。だから，日本はここ 10年

の聞に，低収入，無収入の既婚男性が増えている

ので，離婚が増えているわけです。

他方で，高収入の層は.アメリカもそうですけ

れども，男性が高収入だとたんまり慰謝料や養育

費をもらえるわけです。だから，離婚する際も，

高収入である夫と離婚する場合と，低収入の夫と

離婚する場合とでは.その後の生活に雲泥の差が

出てくるわけですよ。 10人に l人を捕まえるの

にも，現実にそういうケースがあるから困るんで

すよね。本当にあるんですよ。私の知り合いの女

性で.お金持ちの男性と結婚して数年で離婚した

んです。旦那の浮気が発覚して離婚とかいうのが

あるんですが，どうなったかというと都心にメゾ

ネットタイプの高級マンションを慰謝料としてふ

んだくって，あとは楽しく暮らしているんですよ

ね。ある高収入専業主婦からは「私はいい旦那を

捕まえるために努力した。だから報われていいん

だ」って。努力は報われる。いろんな努力がある

んだなと思いました。

そういう例があると，私もそういう例になれる

んじゃないかなと，思って，多くの人は失敗しちゃ

うんですよね。自分の中で自分の人生をギャンブ

ル化するのはよしましょう，と私は常に言ってい

るんです。

やっぱり，ここ 10年の聞に日本社会では資本

主義のあり方，社会のあり方が大きく変わってし



まったのが，最大の原因だと思っています。多

分，こういうふうになったのは.雇用制度を変え

たのがけしからんとか，大企業がコストカットの

ために社員を絞って非正規を増やしたのがけしか

らんとか，確かにけしからんことではあるんで

す。介護保険で介護を民間化，民間で市場でやる

のはけしからんというのは.けしからんのです

が.そのけしからんのも，ある程度けしからんこ

とをしなくてはいけなくなった理由があるわけで

すよね。

大企業がけしからんというのもあるんですが.

中小企業になると，今，製造業の下請けの現場で

何やっていると思いますか。多くの人が検品をや

っているんですよ。ある三次下請の中小企業で従

業員が6人。 6人中 3人は検品をやっているわけ

ですよ。でね.物は中小企業の工場で機械が作る

わけです。機械が作った部品がちゃんとした精度

で，ちゃんと動くかどうか。機械だ、って間違いを

起こすので，それを人間の手でチェックしなけれ

ばならない。その機械をテスターにかけて.不良

品はよける作業を朝から晩までしているわけで

す。これを正社員にやらせたら，そりゃもう今の

コスト競争には勝てませんよね。

労働の変化

昨日泊まったホテルに付いているテレビが液晶

テレビだったんですが，テレビの上に「世界の亀

山工場」って書いてあるわけですよ。多分そのホ

テルは，宣伝するから安く入れたんだと思いま

す。まあ，そりゃいいですけれども。あそこの最

終工程，何やっていると思います? 液晶パネル

は確かに機械が全部オートメーションで作るんで

すよ。最後の工程で何をやるかっていったら，液

晶パネルに傷が付いているかないかというのを人

間の目で確かめて，傷が付いているやつをよける

のをやっています。

つまり，ここ 10年の聞で起きた IT化とか.

オートメーション化は何を意味するか。人間は機

械やパソコンにできない仕事をしなきゃいけない

ということが.ここ 10年の閑に日本で一一世界

は20年ですけれども一一日本社会で起きてきて

います。機械ができない仕事って何か。機械がで
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きない仕事は 2種類あって，一方で、機械を作った

り，システムを設計したり.新しいアイデアを出

したりする知的な仕事は，機械にできない仕事と

して必要だ。しかしl 一方で，あまりにも単純す

ぎて機械にできない仕事として，検品，清掃，数

字の打ち込み，人間の書いた数字をパソコンに打

ち込む仕事がある。計算のような仕事は機械がや

ってくれますが，計算をするまでデータを打ち込

む仕事は機械がやってくれない，だから人聞が打

ち込む。

日本経理協会(経理の団体)で講演したとき

に. iここ 10年で起こったことは.まさに山田先

生が言ったことと一緒です」と言われました。昔

はもちろん.正社員で専門的に「こういうふうに

経理するんだよjって，会社ごとに経理の職を育

てていたわけですよ。でも今は違う。昔 10人の

正社員で、やっていたのが，経理ソフトの導入によ

って.5人の正社員と 5人の派遣社員でよくなっ

た。経理ソフトがあるおかげで，伝票を経理ソフ

トに打ち込めば自動的に計算や分類をやってくれ

る。だからそれを指示したり，派遣社員を監督す

る5人の正社員と 5人の派遣社員で朝から晩まで

データを打ち込んでいる。昇進がない派遣社員で

十分です。

販売現場もそうですよね。学生の皆さんはコン

ビニエンスストアとか，ファストフード等でアル

バイトをしている人もいますが，昔の商庖とファ

ストフードやコンビニ.スーパーの違いは何かと

言ったら.一番大きいのは企業の POSシステム

です。レジ打ちの代わりにピピピピと商品の売れ

ゆきを自動的に計算する。あれは何をやっている

か。アルバイトした人は分かっていると思います

が， どの年代のどの性別の人が，だいたい 20代

女性が，何を買ったかをレジに打ち込む。コンビ

ニやスーパーで、バイトした人がいたら，そういう

経験があると思います。何十代のどういう人で，

どういう地域に住んでいる人は， どういうものを

買っているかっていうのは一目瞭然で.中央に集

計されるわけですよ。つまりどういうのは売れ筋

の商品であるかっていうのは現場の人は全く知ら

なくていい。中央で POSシステムで入ってくる

データを監視している人が知るわけですね。それ
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で， どういう商品が売れ筋かっていうのを， トラ

ックで庖に送りつければ.これでいいわけです。

昔，そういうのがなかった時代は，そこの!苫に

勤めている人が， どういうのが売れてどういうの

が売れないかというのを，自分の目でいちいち確

かめて，こういうのを仕入れよう，ああいうのを

仕入れようっていう形でキャリアアップしていっ

たんですよ。しかし今は現場の人は全くキャリア

アップする必要がない。中枢の人だけちゃんと監

視している。これがいわゆる大規模チェーン庖

POSシステムがもたらした雇用革命ですね。昔は

10人の正社員が必要だったところが，まさに 5

人の中枢の人と， 5人の現場の人に分かれてくる。

中枢の人は大変ですよ。ある食品メーカーは，

コンビニ向けに年間 300種類の新製品を納入する

んですよ。いろんなのがあるでしょう? 昨日も

私は，つまみをホテルで買いました。普段はコン

ビニで買いませんが，いろいろありますからね。

誰が何考えているか分かんないですから。ポテト

チッフ。だ、って唐辛子たくさん入っているポテトチ

ップがあると思えば，チョコレートでコーテイン

グされたポテトチップがある。と思えば，ホワイ

トチョコレートでコーテイング-・・・昨日は塩キャ

ラメルキャンデーだ、ったかな，何だそれとか思う

ようなものがどんどん……それだけ考えている人

がいるわけですよ。一方で，そういう新製品をそ

んなアイデアでもって考えてドンドン出さなきゃ

飽きられちゃう.という人がいて，そういう人に

は高収入を払わなきゃいけない。となると，現場

で、売っている人は.使い捨てとして低収入の人を

雇わざるを得ないというような状況になってきま

すよね。

そういう形で，まずーっはオートメーション

化， IT化において，高度な知識を要する専門的

な仕事が一方で、増えて，昇進の必要なく，言って

みれば，機械やシステムに使われる人が他方でた

くさん出てきてしまった。これが社会的分断を，

排除を生む根本的な原因になっています。

あともう一つ，機械に代替できないものとし

て，これも悲しい話なんですが，比較的単純な仕

事に，家事代替の仕事がありますね。保育，介護

といった問題です。それが少なくとも日本とアメ

リカとでは低収入に抑えられる。なぜ抑えられる

か。これは今年の福祉社会学会のテーマだ、ったん

です。私は研究活動委員会で，介護者の状況とか

を扱ったんですが，介護職の専門職化を推進しな

きゃって言う人がいたんです。看護師とか医者と

いうような専門的な，確立して収入が高い職があ

る。確かにあるわけです。しかし介護の現場の人

は低賃金。だから，介護を専門的な知識をつけ

て，そういう看護師のような職に近づけて収入を

上げさせようと言うんです。

これもまた同じことで私は無理だと思います。

なぜかつて言えば，看護師とか医師はなぜ収入が

高いのか。いざというときの人だからですよ。専

門的に自分にはできない。つまり病気を治して回

復させるのです。それを使う者から言えば，いざ

というときの出費なわけですよ。つまりいくらお

金を払っても， とにかく病気は治してもらいたい

と思う気持ちが，医者や看護師の収入を高くして

いるわけです。問題は，介護や保育のような仕事

は，いざというときにどうしようもなくなって駆

け込むものじゃないですよね。自分でやろうと思

えばできてしまう仕事なんですよ。つまり日常的

な介護の代替をするような仕事は，その仕事をす

る機会費用に収数します。つまり介護や保育の費

用が.どんどん高くなってしまったら，家事とし

て家族が行った方がいいという機会費用にまで，

収赦してしまう。

でも，アメリカではそういうことが実際に起こ

っていますね。アメリカの事情だと保育業はほぼ

最低の賃金，つまり高校生のバイトが主なんです

ね。なぜカ、というと，アメリカは保育が市場化さ

れていますから，こういうことやれるわけです。

年収200万の人が，年収 100万のベビーシッター

を呼べるわけですね。浮いた差額の 100万円分が

あるから，ベビーシッターを雇うわけです。自分

がやった方が得をするんだったら，つまり年収

100万の人が年収200万円のベビーシッターを雇

うわけがない。そりゃそうです。日常的な家事代

替業務，つまり家族がやってもできるような仕事

は，賃金は高くならないんですね。そういう場合

は北ヨーロッパみたいに，国が公務員として雇っ

て，もしくは日本の介護保険ができる前のよう



に.国が介護士を直接公務員として雇用してやる

システム以外は，賃金は高くならないシステムに

なっているわけです。看護師や医師を家族がやる

ってことはできませんから，そんなことはできな

いとわれわれ思っていますから，看護師や医師は

給料を高く設定できるわけですね。中国のように

低く設定した国もありますが，自由主義のもとで

は高く設定がされています。家族の代わりをやる

ような仕事は，なかなか収入は上がらないシステ

ムができている. という経済構造になっちゃって

いますので，なかなか上がらない。というような

ことになって，いわゆるワーキングプアとかf5:~x

入の人はどんどん増加しているような時代になっ

てきているわけです。

被害者としての若者

そこで，日本でその被害を一番受けているの

が， まさに若者層です。たまたま，さきおととい

までスペインに行っていました。スペインも去年

あたりから介護保険が導入されたので，それに絡

めて少子高齢化にどう対応するか，というシンポ

ジウムが聞かれています。スペインでもここ 10

年の問に外国人労働者が急激に増えたんですよ。

やはりスペインも 10年ぐらい前，ユーロ圏に入

る前は， 日本と同じように外国人労働者はほとん

ど入ってこなかったんですが.ここ 10年の聞に

外国人労働者が 7~8 パーセントの割合で入って

きている。日本はわずか数パーセントです。やは

り経済活動が活発になって低賃金，低収入の職が

できると.それを担わせるためにスペインも外国

人労働者を，モロッコとか，そういうアフリカの

人が多いみたいですけれど，そういう人をどんど

ん受け入れて，介護を含めた低賃金の仕事を外国

人労働者に担わせてきたんですね。今はこのサブ

プライムの不況で， とうとうスペインも「外国人

労働者は海外に帰ってくれ」というような人が増

えているという政策に転換しちゃったと，つい最

近，新聞報道でありました。そういうふうになり

ました。

いい悪いは別にしろ， 日本はそういう外国人労

働者を入れなかったんで¥経済の構造転換，新し

い経済への転換によって必要になった非正規，デ
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ータの打ち込みとか，清掃とか，検品とか.介護

とか，そういう労働を若者たちに全部押しつけて

しまったc これは午後からの宮本さんの最大のテ

ーマですが，若者たちに全部つけを負わせてしま

ったのがワーキングプア出現の理由です。

2年ぐらい前にフランスの経営者，経営大学院

の人とこの状況について意見交換したんですよ。

日本の低賃金の若者のフリーターの数は二百何十

万人で，年収 150万以下の若者の割合が増えてい

る。「え?年収 150万?じゃあ暮らせないだろ

う?そういう人たちが何百万人もいる?Jで，そ
のフランス経営大学院の人に聞かれたんですね。

「どうして日本の若者はデモや暴動を起こさない

のだ?J年収が 150万から 200万。外国人労働者
も入れなくて，そういう職に就いている人・・・…お

かしいな。何百万人もいる。よくそれで日本の社

会，若者は反乱を起こさないなって言われたわけ

です。だから私は「日本ではパラサイトシングル

と言いまして.親が生活を支えているから親と同

居していれば，年収 150万でもおたくの国に行っ

てエルメスとか買って帰れるんですよjって言っ

た。「メルシーjとか言ってたけれども， さらに

なんて言ったと思います。

「日本の経営者がうらやましい」って言いまし

たよ。大学を出た学生を時給 1，000円.当時ユー

ロは高かったですから 4ユーロで雇える。フラン

スでいうと最低賃金が6ユーロ. 7ユーロぐらい

のところ 4ユーロで雇える。「日本語が読み書き

・・母国語が読み書きできる人が4ユーロで雇え

る?Jとか言うわけですよ。そりゃあ日本の経営
者はもうかつてもうかつてしょうがないだろう。

まあ， もうかっているのは大企業だけですから

ね。中小企業はそれで、も苦しいですけれども。こ

こ5年の聞で大企業はどんどん非正規雇用を使っ

て，それは高度の教育を受けた若者が担ってい

る。若者に全部押しつけて，その分の生活を親が

面倒みているわけですから.そりゃあ日本の企業

はもうかつてしょうがないだろう。ここ 5年の聞

はもうかちゃったわけですけれども，今はもうか

るかどうか分からない時代になりましたっ

日本では，この変化が非常に短期間で起きたと

いうことと.若者につけを回したことと.パラサ
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イトのために低収入の若者の存在が隠されちゃっ

た， というのが特徴だと思います。では，結果的

にどうなったかというと， 日本は少子化ですね。

ドイツも少子化が起きています。 ドイツの少子化

と日本の少子化はずいぶん違っていて.結婚しで

も子どもがゼロとか子ども l人というのがドイツ

の少子化。ドイツから来た大学院生の人といろい

ろしゃべったんです。ドイツと日本の少子化を比

較研究している法政大学大学院生の人とドイツ人

の人と話していたんですが，彼が言ったのはドイ

ツの少子化と日本の少子化は正反対だ。ドイツの

少子化は，意識が変わったための少子化だ。つま

り子どもを育てるよりも仕事をしたいとか，夫婦

二人で楽しみたいとか.そういう意味での少子化

が起きている。だけど日本の少子化を見ていると

そうじゃない気がする。日本の若者の意識は昔と

一緒だという論ですね。日本の若者は，夫が仕事

で妻は家事で子どもを育てるのを，今でもずっと

理想だと思っている。このデータ，実は裏付けが

あります。先ほどの専業主婦志向の復活と一緒で

すが，男は仕事，女は家事に賛成だ、っていう人の

割合が 10代の女性で増えているんです。男性は

逆ですよ。男性の意識がずいぶん変わって，男性

は女性に働いてもらいたいと思っているんです

が，女性のほうは働きたくないと思っている.夫

の収入で暮らしたいと思っている人が結構いる。

私最近，結婚活動を略して「婚活」っていうの

を広める・…・・それで、2度目の流行語大賞を狙って

いるのですが。ある高級お見合い紹介業の人に聞

いたら，キャリアウーマンって言われている人も

やっぱり収入が高い男性を望んでいると。実はう

ちにある独身の 30代の女優が登録していて.彼

女がいうところによると，生活のために仕事はし

たくない。好きな仕事だし選んでしたい。生活の

ために仕事するのは嫌だ。女優だ、ってやりたくな

い役とかもくるんですね。主役の継母役とかね，

やりたくないですよね。でも生活のためにしなき

ゃいけない。じゃなくて自分のやりたい役だけや

るような生活をしたいので，ぜひ医者か経営者に

紹介してください。そんなめったに紹介してもら

えないですけれども。

自立しているように見える，頑張っている人

も，やっぱり収入が高い男性に養ってもらって自

分は好きな仕事だけしたいっていうのが，やっぱ

り理想としてある。それは日本ではなかなかなく

ならないのが現実なんでしょうね。そういうのも

あって結婚しなくて，結婚を先延ばしする人が増

えていって，収入が安定した男性じゃなきゃいや

だ、っていう女性がどんどん残ってしまうのは， 日

本の少子化の主因だと私は主張しているんですけ

どね。

でも，だんだんパラサイトももたなくなってき

ました。親が崩壊し始めたというのが一つです

ね。もう 40，50ぐらいの親で.収入がそれほど

ない親が出てきましたんで，とてもじゃないけど

子どもをフリーターで置いておくような状況には

ない場合も増えてきましたしさらにそれが結果

的にネットカフェ難民等を欧米のように生み出し

た。やっとアメリカ，イギリス並みになった。イ

ギリス， フランス並びになったっていう例なんで

すが，収入が低い若者たちが自立して生活しなけ

ればならない，収入が低い若者も近年，親が働け

なくなっているわけです。で，最後には希望がも

てない人が 2001年の池田小学校の事件一ーもし

かしたら，関西って聞くとそんな被害にあった人

も知り合いの中でいるかもしれません一一-2001

年殺傷事件から始まって，秋葉原の事件とか，

起こすことになる。あの事件後に知ったんです

が，ビデオ庖が実はネットカフェ難民の宿泊場所

になっているとは，事件が起きても気づきません

でしたね。知りませんでしたね。

というように不安定な状況に置かれて，将来が

ないと思う若者による道連れ的な犯罪は，いろい

ろと起きています。最近やたら.公安関係から講

演に呼ばれています。

昔からいうと理解しがたいやつがいる。結局将

来に絶望してやけになるような人がたくさん出て

きてしまうような社会になっちゃったらしい。そ

ういう人たちをどう取り締まるっていうんです

か? そういう絶望に陥る人が出ないような仕組

みを作らなきゃいけなくなっているんですが，で

も現実には将来に絶望するような人が社会問題に

なっているわけです。



パラサイト・フリーター

で，さらに最後に.私が今，一番問題視してい

るのは中高年のパラサイト・フリーターと言われ

る人たちです。中年のパラサイトシングルは多く

なってきて 35-44歳までの親同居未婚者が2007

年で260万人。当該人口の 15パーセントぐらい

います。一番が失業率。 34から 44歳までの人た

ちのうち，失業率は 3.6パーセント。その年代失

業率はわずか3.6パーセントですけれども，親同

居未婚者に限り失業率 9.6パーセントですね。も

ともと収入が低いから結婚できなかったりしてい

るわけですから。親の年金にパラサイトしている

んですね。親が亡くなったら生活が突如破綻して

しまう。

一体どうすればいいかというのが難しいところ

です。彼らに希望あふれる社会を戻さなきゃいけ

ないのはそうなんです。その中で難しいことは，

私は声を大にして言っているんですが，全ての若

者が高度な専門職に就くことは無理なんですよ。

教育を徹底してやれば全部正社員で活躍できる人

になれる。そう，これは新自由主義者の人も，古

い左翼の人も同じこと言うんですよ。教育，司lI*i東
して，頑張って努力をすれば全員が金持ちになっ

たり，正社員になったりすることができるだろ

う。新自由主義の人は努力が足りないからって言

うし古い左翼の人は教育訓練をしていないから

だというわけです。じゃあ，全員の人が教育訓練

をしていい職に就いたら. どうなりますか。ファ

ストフードの庖員とか，検品をする人とか，朝か

ら晩まで部品，携帯電話だ、ってこれ部品の山です

からね。精密機械の山ですから，つまり一つの部

品の故障率が99.9999パーセントぐらいじゃない

と全部の機械として動きませんから。昔の真空管

と言っても皆さん知らない人もいるでしょうがダ

ンダンと叩けば治ったなんてありますけど.今ダ

ンダンとか叩いてこんな治りませんからね。だか

ら，部品の検品は必要なんですよ。朝から晩まで

テスターにやったり，パネルを見てf言語があるかな

いかというのを誰かやらなきゃいけないんです

よ。若者が全部正社員になって知的で高度な仕事

に就いちゃったら，誰がするんでしょうね，って
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いうところまで合わせて提言しないと実はうまく

いかないんですね。

あと. もう一つの方策は専門的な教育さえすれ

ばうまくいくっていうのは，なかなか難しく，ど

ういう教育訓練をした先にどういう収入のどうい

う仕事が待っているかっていうところまで用意し

ておかないと，ただ教育・訓練が大切だって言っ

ても.実はどうにもならないわけです。その最た

る例が高学歴のワーキングプアだと思います。先

ほどの大学の先生の例でも常勤・非常勤格差が大

きいと言いましたが，実は保育士や介護士の間で

も格差がありますよね。現場は知っていると思い

ます。私も東京都教育委員をやったときに保育園

データを出させたら，正規の公務員保育士の平均

年収は 800万だったのに.私立の非常勤の保育士

の平均年収300万。ほとんど同じ仕事をしている

のに格差が3倍にもなっている。昔は保育所が少

なかったから，保育所の先生の平均年収800万で

も社会が耐えられましたが，ここまで保育所があ

ったときにすべての保育士に年収800万も保障し

ろって言ったら，システムが破たんするか利用料

が高くなるかとεつちかですよ。

介護も一緒ですね。高齢者が少なくって介護さ

れる人が少なかったときには，公務員の平均年収

600-700万で介護をする人で良かったんです

が，ここまで高齢化が進んで介護されたいという

人がたくさんになったときに， じゃあ，すべての

介護をする人を年収500-600万にしちゃおうっ

ていったら.財政が破たんするか，税金が高くな

るか，利用料が高くなるか。利用料が高くなって

普通の人が利用できなくなるか， どっちかです

ね。だからと言って放っておいていい問題でもな

し、。

というような非常に難しいというか，ジレンマ

が出てきている状況です。でもこのまま放置した

ら，絶望にあふれる人たちがどんどんあふれると

いう状況になってきてしまいますから，今後，社

会で低賃金低収入に就いている人たちをどういう

ふうに処遇するか，誰にやってもらうか，ってい

うのを考えていかなければと思っています。ちょ

っと超過しましたが.このくらいで午前中の話は

終わらせていただきたいと思います。どうも，長
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い問ご清聴ありがとうございました。

古賀:山田先生，どうもありがとうございまし

た。山田先生にもう一度，拍手をお願いいたしま

す。

ずいぶん殺伐としたテーマでしたけれども，明

るく楽しく何とかせないかんという話なんですけ

ども。午後1時から社会学，福祉の専門家の方々

を交えて. じゃあどうすればいいのか，というこ

とで議論を深めていきたいと思います。パネリス

トは.本日の山田先生を含めまして，宮本先生，

山豚先生，山田容先生，野村先生，で，コーデイ

ネーターが亀山教授でございます。 1時から行い

ます。 12時半からこの部屋を開場しますので，

またご参加いただけたらと思います。では，これ

をもちまして午前中の部の基調講演会を終わらせ

ていただきます。どうもありがとうございまし

た。



社会学部開設20周年

記念シンホ。ジウム

ァーマ

「社会的排除を考えるJ一子ども・若者の場合一

パネリスト

山田 昌弘(中央大学教授)

宮本みち子(放送大学教授)

山県宗 文治(大阪市立大学教授)

山田 容(龍谷大学准教授)

野村 洋平(龍谷大学非常勤講師)

コーディネーター・司会

亀山 佳明(龍谷大学教授)

(敬称略)



司会:それでは記念シンポジウムを開会したいと

思います。

本日のシンポジウムのパネリストをお願いして

います先生方をご紹介いたします。

まず午前中，基調講演をいただきました山田昌

弘先生です。山田先生はすでにご紹介しました

が，東京大学の大学院社会学研究科を修了，それ

から東京学芸大学の教授を経られまして，現在中

央大学教授でいらっしゃいます。専門は家族社会

学.感情社会学。主な著書に『パラサイトシング

ルの時代.1.rパラサイト社会のゆくえ.1. r希望格
差社会』など多数ございます。

続きまして，そのお隣，宮本みち子先生をご紹

介します。宮本みち子先生はお茶の水女子大学大

学院家政学研究科を修了，千葉大学教授を経られ

て，現在，放送大学教授でいらっしゃいます。専

門は青年社会学，家族社会学です。主な著書に

『若者が《社会的弱者》に転落する.1. r若者政策
の展開.1.それから訳書として『若者はなぜ大人

になれないのか』などがございます。

続きまして，そのお隣，山鯨文治先生でござい

ます。山県系先生は大阪市立大学生活科学研究科前

期博士課程を修了されて，現在，大阪市立大学の

教授でいらっしゃいます。研究分野は社会福祉，

子ども家庭福祉でございます。主な著書に『現代

保育論.1.r児童福祉論』など多数ございます。
続きまして.そのお隣，山田容先生でございま

す。山田容先生は同志社大学の大学院社会福祉学

専攻を修了されまして.現在，本学社会学部の准

教授です。専門領域は子ども虐待，ソーシャルワ

ークでありまして，主な著書には. r新 社会福
祉援助の共通基盤』などがございます。

そのお隣，野村洋平先生です。野村先生は本

学，龍谷大学大学院社会学研究科博士課程を単位

取得退学されて.現在，本学部で非常勤講師を務

めていらっしゃいます。専門は子ども社会学で

す。主な論文に. I新しい「無垢J概念の形成に
向けて一一一エマニユエル・レヴイナスとフランツ

・カフカの思想による子どもの再発見J.あるい
はまた 11いじめ」再考:Iいじめ」の存在論的解
釈をめざして」などがございます。

最後に，このシンポジウムのコーディネーター
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の亀山佳明氏でございます。亀山先生は京都大学

大学院教育学研究科博士課程を修了し，教育学博

士を取得されています。文化社会学，教育社会

学，スポーツ社会学が専門で，主な著書に『子ど

もと悪の人間学.J. r夏目激石と個人主義一〈自
律〉の個人主義から〈他律〉の個人主義へ』など

がございます。

以上のような先生方によって午後のシンポジウ

ムを進めてまいります。それではコーディネータ

ーの亀山先生.司会をお願いいたします。

亀山:ただいま紹介をいただいた亀山です。きょ

うはご覧のような先生方をお迎えしてシンポジウ

ムを行います。午前中に山田先生にお話をいただ

いたんですが，午後からお見えの方々もおいでか

と思いますので，まずその内容を簡単に要約させ

ていただいたうえで，それに基づいて，きょうの

講師の先生方に質問なり自分の見解なりを展開し

ていただこうと考えております。

昨日，五木寛之さんがお見えになって講演をさ

れました。その冒頭に「和気あいあいというのは

いいものだJとおっしゃったのです。きょうは幸
いというか， どういったらいいのか分かりません

が，人数も少人数なので和気あいあいとやりたい

と思っております。会場の皆さま方にもご協力の

ほどをお願いしたいと思います。

講演の要旨

前置きはその程度にいたしまして.まず要約を

させていただきます。山田先生の議論は非常に詳

しく展開されております。お話の中ではディテー

ルにも触れていただし、たのですが，そういうのは

はしょらせていただいて，簡単に要約していきた

いと思います。

「希望格差社会を超えて」ということで，この

場合の「希望jというのは何かということです。

そこに引用がありまして社会学者 Nesseという

人が言っていることに尽きると思うのです。「希

望は努力が報われると感じるときに生じる。努力

しなくても同じだと思えば絶望が生じる」と.こ

ういう議論です。

これがおっしゃりたいことで，それを社会的な





得られない。そういうワーキングプアにドンドン

転落していくような形をとっていかざるを得な

い。これを「底抜けJとおっしゃっています。三
角形の頂点の部分は上により高く行くんですけど

も，底辺層が非常に増えてきて，それの底が抜け

てし、く。ほとんどもう正規労働形態の中に入れな

い.そういう層が固定化していくんではないか。

そういう経済の領域，つまり分かりやすくいうと

収入です。収入が固定化して，非常に少ない収入

の人たちがたくさん増えてくると，それが家族シ

ステムに影響を及ぼしてくるということです。経

済的・精神的に余裕がない。しかし.そういう人

たちも結婚しますので，できちゃった婚とかが生

じていきます。しかしその家族が非常に不安定

ですので，児童虐待の温床になっていくのではな

いかということをおっしゃいました。

そういう底抜けが大幅に出てきますと，その社

会に生きている人たちの社会心理に大きな影響が

出てきます。つまり社会システムの上に，社会心

理というものがあるわけで、すが，それが相互に連

関していきます。大幅に経済システムがそういう

形で固定化していきますと，いくら努力しでも上

にあがれない。ということで，多くの若者たちが

希望を持てないことになっていきます。そのため

に努力しでも仕方がないという形で無気力な社会

心理が繍漫(ぴまん)していくということになり

ます。

先ほど見ましたように，家族形態としてパラサ

イトは可能です。しかしそれが 10年， 20年続き

ますと，さすがの親たちもくたびれ果てますので

養えない。中高年のパラサイトがこの結果生じて

きます。これが 2007年度で 260万人もいるので

はないか，という深刻なことをおっしゃっており

ます。こういう後期資本主義社会を日本の場合も

迎えて，社会システムのレベルでは格差は生まれ

ますが.社会心理のレベルでも格差が生じてしま

う。これが，希望が持てる人たちと希望を持てな

い人たちに分かれてしまう。希望の持てない人た

ちはいつまでも希望が持てない。つまり絶望に入

っていくのではないか， ということをおっしゃっ

ていました。

そういう意味で現代のわれわれの今置かれてい
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る状況を的確に分析なさったわけです。大ざっぱ

な要約ですが.それぞれのところで関連する先生

方を講師にお招きして.山田先生の基調報告をベ

ースにいろんな議論を投げかけていただくという

ことにしたいと思っております。

まずトッフ。バッターを宮本先生にお願いしたい

と思っています。宮本先生には若者の問題，つけ

を固されて希望を持てない，大量のフリーターな

いしは派遣社員をやっている若者たち，この若者

たちのことを中心にお話をしていただきたい。特

に先生は比較若者論という視点をお持ちで，これ

が日本だけの状況なのか， どうもそうではないら

しいということです。ヨーロッパとも比較されな

がら，さらなる議論をしていただきたいと思いま

す。

それでは.宮本先生，お願いします。

若者たちの排除

宮本:宮本でございます。トップバッターという

ことで，少しお話しさせていただきたいと思いま

す。

私も何年か前からこの若者の問題を研究してき

ました。この間，毎年いろいろな国を回りながら

つまずいている若者の問題とその若者に対して社

会がどういう支援の制度や法律を持って具体的に

取り組んでいるのか，というようなことを具体的

に見ょうとしています。先日オーストラリアへ行

ったときにも. こういう言古を聞きました。

オーストラリアでも 20年ぐらい前から労働市

場の構造が変わり，グローパル経済競争の中でか

つてのような安定した雇用の世界というものがな

くなって，その中で一番大きな打撃を受けたのが

若者たちだったという言い方をしています。こう

いうフレーズは，実はオーストラリアだけではな

く， どこでも先進国へ行くと同じような言い方が

されています。

日本みたいに終身雇用制を持っていない国は，

もともと若い人のほうが新参者として出ていくの

で不利な状況があるわけです。特に労働市場が，

先ほどの午前中の山田先生のお話のように.単純

労働の世界が.かつてのように何とか生活はでき

たという状況がなくなって， しかも途上国の本当



34 

に低い賃金と競争しなければいけない，低さを競

争しなければいけないようになってから，このよ

うな仕事の世界に入らざるを得ない人たちの問題

が出てきた， ということです。

そこで日本の問題について考えてみたいと思い

ます。もともと半分以上の人が大学へ行くような

時代に入っているわけですよね。大学を卒業した

後も，本当に親に頼らないで、も自分で生活ができ

るようになるのには相当な長い年月がかかるj犬況

になっております。これは日本だけではなくて，

先進国ではみんな共通して，長い移行の時期，青

年期から大人になるまでの移行の時期を経なけれ

ば一人前になれなくなっている，これが先進国の

持っている特徴だと思うんです。その長い時期の

試行錯誤を認めて，そこでつまずいて落ちないた

めのセーフティーネットが張られているかどう

か。それから試行錯誤を支援するような社会の仕

組みを持っているかどうかによって，試行錯誤し

ながら自由を十分享受しながら一人前になってい

くことができるかどうか，の分かれ目があるよう

に思います。

日本に関していいますと，若者の問題を固とし

てやらなければいけないということで，この 5年

間ぐらいさまざまなメニュー，プログラムが登場

しまして，各地で若者支援が始まりました。その

現場にかなり深く関与して見ている中で，いろん

なことが分かつてきました。ちょっとそのことを

お話しさせていただきます。

山田先生のお話のとおり，単純な低賃金労働に

就く人たちはどういう人なのか， という問題で

す。誰がそこに就くのか。その処遇はそのまんま

でいいのかどうかということなんです。まず一番

はっきり言えることは，高学歴化する社会の中で

早くに学校を去っていく若者たち，この人たちが

一番不利な立場に立たされていると思われます。

例えば失業率でいいますと，中卒の学歴の方たち

の失業率は現在でも 15%です。

現在，雇用者の3割は非典型雇用です。非典型

雇用というのはパート，アルバイト，これをフリ

ーターというんですよね。あと派遣とか契約これ

を全部含めて非典型雇用といっておりまして，こ

この非典型雇用が2000年代になってから急激に

上がってきておりまして，今年が変わり目です

が，少し前まで若干新卒者の雇用が改善されたと

いわれる中でも，非典型雇用率はず、っと上がりっ

ぱなしです。非典型雇用の一番割合が高いのはど

こかというと，中卒なんですよね。次いで.高

卒，そして短大，専門，そして大卒という順番に

なっております。

この中卒というものの意味なんです。実は中卒

のほとんどが高校中退です。この間，若者の支援

の現場でだんだん見えてきたことは，フリーター

の状況の中で，その先がなかなかうまくいかない

で苦しんでいる若者たち，それから例の無業の状

態にある若者たちの中に，中退者が非常に多いの

です。これは支援が始まってみて分かったことで

す。ニートの状態の若者の 3割から 4割ぐらいが

中退を経験している人たちだということが分かつ

てまいりました。でもこれも支援の現場に来た人

たちの中の割合ですので，全体でどうなっている

かということは統計データがない状態でありま

す。

ところが半分の人が大学に行く時代に高校中退

するには，それなりのわけがあるわけです。この

問題は今まで放置されてきたと思います。文科省

の発表によりますと高校中退率はだいたい 2.1

-2.2%でちょっと上がっているくらいです。 2%

っていうと普通の人が聞くと「ああ，なんだ. 2 

%か」と。そうすると 100人の中の 98%は中退

者じゃないのだと，こう考えますよね。ですけれ

どもこれは実はそういう見方をしてはまずいんで

す。なぜかと申しましと，中退問題は偏在して起

こるのです。

学校中退者の状況

先日，読売新聞で二日間にわたって中退問題に

関する特集記事が掲載されました。この記事を書

いたグループとは最初からかかわっています。埼

玉県は約 150の高校があります。入学したときの

偏差値で高校を 5分の lずつに分けます。そうし

ますとこの 2000年代，景気が悪くなり若者たち

の状況が悪くなった中で，どこにどういう異変が

起こったか。一つはこの中退者の中に起こってき

ているものです。



このデータによりますと， 1997年入学した人

たちの中退率です。この中退率が偏差値ときれい

に比例しているんです。 2000年代に入ります

と，その中退率がグンと上がるんですが. どの高

校グループでも上がったのではなくて，偏差値の

l番下の5分の lと下から 2番目の5分の lの高

校グループの中退率がグンと上がったのです。

具体的に話を聞いてみると，下の5分の lのグ

ループの高校では入学したクラスの生徒 40人

が， 3年たつと半分に落ちているという状態だと

いうわけです。もう一つ，この新聞でも発表して

いるのは.この同じ時期に授業料の減免率.つま

り所得が一定以下で授業料の減免を許可された家

庭の割合です。これもはっきりと学校差があっ

て，進学校ではほとんど増えていません。ゼロコ

ンマ幾つぐらいです。でも若干増えているのは景

気の動向に比例しています。ところが，偏差値の

点で一番下の5分の lとその上のもう一つ 5分の

lのグループは 2000年代に入って授業料の減免

率が倍になったんです。こういう形で成績と中退

率と減免率がきれいに比例して非常に大きな格差

を描いている状態にあります。

そのことが第一点です。それからもう一つ. ト

ップバッターということでお話しさせていただき

たいのは， どういう若者たちが学校を終わった後

につまずいているのか.という実態についてで

す。先ほど山田先生が社会学はみんなが見たくな

い現象を暴露する学問であって人気がないという

お話でした。実は若者支援の現場の状況， とく

に，ニート支援の現場が一番よく分かるんです。

ニートに関してはまだまだ多くの誤解偏見があり

ます。つまり健康な若い肉体を持っている若者た

ちが，なぜ，無業でいるのかと，こういう言い方

をする政治家，経営者たちはものすごく多い。圧

倒的多数がこういう論ですし一般の市民もそう

いうレベルにとどまっています。

実際に 2004年ぐらいからニート支援が，国の

政策で始まりました。始まったときにはニートの

状態の人が，統計データ的には 62万人とかいう

けれども，実際になにゆえその人たちが無業でい

るかということはまったく分からない状態の中で

始まりました。国の資金で動いていますけれど
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も，実際のサポートをやっているのは民間の NPO

です。

始まってみて分かったことなんですけれども.

つまずいている若者たちの実態は非常に多様で

す。つまずいている若者たちは，先ほどの山田先

生のお話でいうと.社会から排除される状態にあ

るんです。放置しておくとそのまま永遠に排除さ

れ続けるだろうと思わざるを得ないような状態が

あります。

まず第一点です。日本の場合，雇用の流動化と

か多様化といわれていますが.依然として新規一

括採用の仕組みは壊れていなくて，特にいわゆる

大企業といわれる企業は新卒者だけを狙っている

んですよね。この間もそうですし今後ともなか

なか変わらないと思います。新卒市場に入らない

限り，あとどんなに努力しでも挽回できないよう

な状況があると思います。その中で新卒市場にう

まく入れなかった人.それから離職者です。新卒

で、入っても七五三というぐらいで，離転職が非常

に増えているわけです。

七五三ですから，大卒は 3割の人が3年たつと

離職する。高校卒の人が5割，中学卒の人たちは

7割が3年で辞めるといわれています。その離転

職した人は，不利な形で再就職せざるを得なし'0

これは，さまざまな統計データが示しておりま

す。そういう形で労働市場は非常に過酷に選別化

しているんだけれども，山田先生の話のとおり，

仕事の世界の不利が， 90年代までの不利さと違

うのです.暮らしていかれないぐらいの不利さに

なっているという状態があります。

その一方で，そういう労働市場に入らなければ

ならない人たちが. どういう主体的な問題を持っ

ているかということを，ちょっとお話しさせてい

ただきます。三つぐらいあると思われます。一つ

目は家庭などの問題です。その若者たちの背後に

ある家庭状況ということで，まずは親の経済力が

ないこと。親の経済力がないということは.不利

の状況がずっと前から続いているということで

す。このあたりは.あとの 3人の先生方からお話

があると思います.子どものころから不利を抱え

てる人たちが大人になって，いよいよ労働市場に

出て勝負しなければいけないっていうときに.有
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利な競争はできないという，当たり前といえば当

たり前のことです。それと同時に，大人になるの

に長時間かかるという現代社会の中で，その長期

間を誰が支えてくれるかという問題です。

親が抱えられなければもう裸のまま勝負しなけ

ればいけないということですが，勝負できないん

です。そういう実態があるっていうことです。も

し後半で時聞があれば具体的にお話しさせていた

だければと思います。それからまた家庭に関して

は経済の問題だけでなく，親の離婚，家庭の崩壊

というようなことを抱えている人たちが非常に多

い。これはもう現代社会の特徴だと思いますし

欧米諸国ではもっとず、っと前から家庭のそういう

問題を抱えた若者たちの問題がたくさん論じられ

てきました。今，日本がまさに先進国と同じよう

にして論じなければいけない段階にきているって

いうことを実感を持って感じます。

もう一つですけれども，教育上の問題だと思い

ます。日本は文言のいない固だ， とず、っと前から

いわれたと思いますが，大人になって履歴書も書

けない若者たちが相当いるという事実がありま

す。読み書き能力，計算の能力です。他の先進国

へ行きますと，そこの国の言葉が話せない読み書

きできないという，外国人労働者問題が真っ先に

言われますけど，そういう労働者が少ない日本の

中で，日本国籍で日本生まれの若者たちが読み書

き計算ができないという問題。学校時代に放置さ

れてきたという問題があるように思います。

若者支援の状況

今，若者支援現場で学び直し教室を開いている

ところがあります。年齢、的にいうと 20代後半か

ら30代の若者の.読み書き計算のセミナーで

す。公文式みたいな問題を，一人ひとり個別問題

でやっています。本当に真剣に取り組んでいま

す。その中には「もし 10年ぐらい前に，こうい

う機会があったら自分の人生は変わってたはず

だ」と言われる方がいるというような状態です。

これは学校教育問題であると同時に，読み書きが

どこかで完全に止まってしまった人たちに対し

て，学校だけにまかせきりにしていた問題がある

ように思います。これだけ高度化した労働市場の

中で読み書きができない人たちは，いい仕事に就

けるわけがないという，極めて現実的な問題があ

ります。

もう一つですけれども，健康医療問題あるいは

障がい問題といっていいことですけど，これも支

援が始まって発見されたことなんです。いわゆる

障がい者に関しては， もう既に確立した障害者福

祉の世界があると思います。実はつまずいている

若者たちの問題っていうのは， もっと多様な障害

なりハンデイというものがあって，それが気づか

れない，あるいは適切な対処がされてないまま大

人になっている， という問題があると思います。

最近になってようやく国が取り組み始めたのが，

発達障害問題です。発達障害問題は学校現場の中

では，学習障害等々で少し前からいわれるように

なってきたことです。 20代から 30代になって仕

事につまずいているだけでなく，社会の中にうま

く適応できでなくて，孤立した状態にある人たち

が，発達障害の傾向を持っているということがい

われております。これはもう雇用対策だけではな

んともできない問題です。

それからもう一つ精神的な問題で対人不安傾向

を持ってる若者たちが極めて多いという問題で

す。精神・神経科を受診している人がとても多い

のです。その背景は.まだまだ、十分に分かつてな

いのです。ただいえることは学校時代のいじめの

経験を持っている方たちがかなり多いっていうこ

と。家庭に関しては， まだまだよく分かつてない

けれども， DV問題もあるだろうと思いますし

さまざまなハラスメントとか，何かそういう問題

を抱えて対人不安を抱えている若者たちが，仕事

に就けないだけでなくて社会生活ができにくい人

たちだという感じがしております。

時間が来たので一応このあたりまでと思いま

す。グローパル化した競争的な時代の中で，単純

労務の世界では，食べていかれないような状況が

起こっている。もう一方では，子どもが大きくな

るプロセスの中で，社会の中にきちんとポジショ

ンを得られる条件を失なっている人々，子ども，

若者たちがかなりたくさんいるのではないか。こ

のあたりのことを考えますと，一言でいうと雇用

とか福祉とか医療とか，単独の問題ではなく，も



っと広い総合的な視野で，この問題を検討しない

といけないのでないか。このあたりから社会的排

除問題を考える必要があるのではないか， という

ようなことで問題提起をさせていただきました。

亀山:どうもありがとうございました。宮本先生

には若者の置かれている，特に一番不利な状況に

置かれている人たちのことを取り上げていただい

たと思うんです。お聞きのように経済的な領域で

起きている大きな変動が社会システムのほかの

領域に連動してしまっている。

例えば，先ほどは学校教育の問題に触れていた

だきました。それからさらにその子どもたちを支

える家族の問題，こことも連動していろんな現象

が起きてきているということをわれわれは知るこ

とになってきています。

知れば知るほど「なんだあ暗いなあ」と，なっ

ていかれるかと思います。できるだけ明るく語り

たいと思っておりますので，これは決して不謹慎

に言っているわけではなくて，暗い話をH音くやっ

ていると気が滅入りますので，そういう意味でお

許しいただきたいと思います。

ということで，先ほど宮本先生に， うまく福祉

の領域との重なりのところをご指摘いただいたの

で¥引き続きまして山際先生に福祉の現場での経

験の辺からお話を出していただけたらと思ってい

ます。

では， どうぞお願いします。

福祉現場か5の意見(1)

山鯨:大卒の単純 3K労働参入者を養成してお

ります山豚です。なんかわれわれの世界の仕事は

非常につらいという話を，お二方の話から感じて

おりました。私は，私自身のことも語りながら現

場のことをお話させていただきたいと思います。

私は 25年ほど前まで児童養護施設いうところ

の児童指導員をやっておりました。大学に帰って

くるきっかけになったのは，認可外のベビーホテ

ルで赤ちゃんがばたばた死んでいくという事件，

いわゆるベビーホテル問題です。ロッカーの中に

預けられた子どもたち，送迎パスのシートの下か

ら発見された子どもたち，なんでいうのがあった
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んですよ。そういうので当時，私が働いていた施

設で.夜間保育所を造るということになりまし

た。民間で夜間保育所をつくった全国 7~8 番目

の施設です。そのとき夜間保育の世界に入って，

いろんな人たちと交流させていただき，いろんな

調査もさせてもらいました。当時われわれがピッ

クリしたのは，夜間保育，認可の夜間保育所を利

用している家庭の平均 30%が母子家庭であった

ということです。父子家庭はほとんどありません

でした。当時.昼間の保育所では 5%前後でし

た。 3から 5ぐらいがだいたいの数値でした。 4

倍から 5倍ぐらい.もうちょっとかな. 5~6 倍

だ、ったかな。今となっては全く不思議ではない状

況ですが，当時はそれはすご、い世界だったんです

ね。ある夜間保育園は，偶然行ったとき 100%母

子家庭でした。

そんな世界で私は仕事をさせてもらったんで

す。それから，昼間の保育所の世界の方々ともお

付き合いをするようになったんですが，その世界

と付き合っておりましたら.また新しい層に出会

うことになりました。ちょっと一緒に考えてみて

ください。日本中で，今小学校に入る前の子ども

たち.0歳児から 5歳児を 100と見ましょう。多

くの子どもたちは.保育所か幼稚園あるいはどこ

にも属していないという形になります。認可外な

んかもありますけど，それはちょっと別です。保

育所，幼稚園，それ以外の家庭を中心に考えてみ

ます。一番たくさんいるのはどこだと思います

か。保育所にはどれぐらい今行っていると思いま

すか。大体，今. 日本でどれぐらいかというと保

育所が31%になります。幼稚園が26%ぐらいで

す。引き算すると残りが 43%ぐらいになりま

す。そこの中には，数%認可外あるいは障害児の

施設なんかがありますから，数%は下がりますけ

ど， とξっちにしても一番多いのは地域で家庭にい

る子どもたちということですね。

実は.その層が今女性の就労ということに着目

される中で.置き去りにされていたというのが，

この 15年間，福祉の世界といいますか，保育の

世界が気が付いていたことなんです。社会的排除

というのは，そういうきつい言葉では言いません

けども，施策がほとんど届かなかった層という事
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実は認めざるを得ない。地域子育て支援という言

葉がはやっていますけども，実はそこにターゲッ

トを当てたものです。その層からうめき声が聞こ

えてきたわけですね。子育てがしんどいとか，子

どもは好きだけども，嫌いではないけど，時々は

自分を取り戻したいことがあるとか。やっぱり一

番つらい状況になると虐待という形で現れてきて

しまうということが分かつてきまして，その世界

にも今は足を突っ込んで、仕事をさせていただいて

います。

社会的養護という，非常に世の中から見ると量

的には非常に小さい世界から，今，子育て支援と

いう就学前の多数派のところまで，ちょこちょこ

顔を出させてもらう仕事をさせてもらっているん

です。その中で， きょうのテーマであります格差

問題とか，社会的排除ということを考えたとき

に，私は山田先生と宮本先生の話に共感する部分

があります。格差そのものが問題ではないんだと

思います。これはちょっとどきっとされるかもし

れませんけども，家族社会学の山根常男という先

生がいるんですが，その先生から学生時代に教え

てもらったのが「核家族化が問題なのではない。

核家族が孤立化することが問題だjということ

で，言われてなるほどなと，思ったんです。今，そ

の言葉を格差ということに置き換えてみると，格

差そのものよりもむしろ格差が固定化してしま

う，あるいは一一一これは山田先生の話でしたね。

宮本先生の話でいうと，格差が世代関連鎖をす

る。すなわち，長期的に固定化してしまうという

ところに，非常に大きな問題があるのではない

か。逆転ができない社会，逆転できない.一番底

にいるというのは失礼ですけども，社会的養護の

子どもたちに代表されるし，今，中卒という名の

高校中退の子どもたちがややそこに近い状況に恐

らくなりつつある。今，第一世代ですから，まだ

親にパラサイトできる状況にある人も結構います

けれども，恐らく次の時代にはそうならないかも

しれないということではないかと思います。やっ

ぱり，子どもたちは世代関連鎖の影響を直接受け

てしまう層なんだというふうに考えざるを得な

しミ。

これは，学歴でもお話しされましたけども，経

済問題が非常に大きいですね。学歴，経済問題は

非常に大きいわけです。結果としての職業を見た

ときに，政治家はもう世襲ですよね。世代間受け

継ぎ職業ですが，大学の教員もややそういう傾向

がある気がします。うちの子は嫌だと言っていま

す。先ほどの山田先生のお話でそれに近い状況に

あるのではないか。医者がそうですね。スポーツ

も実はそういう部分があると思っていました。野

球なんかそうです。どうですか，浅田真央，フィ

ギュアスケートの世界を見てください。親からの

職業を受け継がないけど親の金を受け継いでいま

す。程度の高さ，低さはあるかもしれませんけど

も，かなりの部分が子どもたちの人生を親の状況

で説明できるようになってしまったのではない

か， というようなことを感じています。

それから，山田先生が底抜けという話をされま

したけども，私は別の表現をしてみまして沈殿と

いうちょっと古い言葉を使っているんです。若干

似ていますね。若干.微妙なところがあります，

気持ち的に。三角フラスコに片栗粉を入れて水を

入れた状態と私は思っています。上をパチャパチ

ャとたたくと上の辺だけは緩やかに溶けていくん

です。でも，一番底は硬いままなんですね。溶け

ないんです。上の層だけには微妙に届いている感

じがする。施策を提供する人たちはそこまで届く

という計算の下にいるんだけども.あまりにもそ

この格差部分までは届かないというのが，今この

社会的養護の子どもたちが置かれている一つの状

況ではないかということを考えています。

もう一方， きょう実はあまり大きな話題にはな

らなくて.亀山先生が先ほど三角形の中辺部分が

細くなるという話をされましたけども，実は私が

そういう人たちに出会うと，上の人たちも相当不

安がっていますね。落ちるのではないか。上から

落ちることに，落ちたら上がれないということを

かなり知っておられますから，落ちることの恐怖

感というのはすごいですよね。私なんかはでんぷ

んの上のほうにいる人間だと思います。たたいて

もらえれば，まだ、若干跳ね返りがあると思ってい

ますが，あきらめきった人たちとは違う苦痛があ

ります。それは，希望を感じたいがためにあえい

でいるんです。それを子どもたちにその希望を受



け継がせたいと思っているためにあえいでいる，

そういう人たちの声。上の人たちが決して安穏と

希望とか，夢に浸っているわけでは必ずしもなさ

そうだ。常に恐怖心に怯えています。それは，か

つてのように下克上で下からひっくり返されると

いうことじゃなくて.みんなが下に引っ張られて

いくという感じですね。そういう世界なんです

よ。

養護の世界

社会的養護の世界で，指導員をやっていたこ

ろ，中卒が当時は多かったんで、す。中卒の子ども

と就職を探しにいくと，いったん就職しでもなか

なか続きません。その子は非常に技術力が高かっ

たんで、す。何が高かったかというと.小学校のこ

ろから車の運転をしていました。中学のときには

車を運転して他県まで逃げたこともあります。そ

れぐらい運転の技術が高いんです。ところが，中

卒の運転手というのは当時でもなかなかなかった

んですね。求人には高卒と書いてあるんです。今

もそうですよね。はっきり高卒.大卒の運転手。

「タクシーの運転手募集 大卒」と書いています

から。技術だけでは，なかなか採用してもらえな

い。当時.職安とけんかをしたことがあるんで

す。「中卒の子はもうない。ましてや親がなかっ

たら大変だ。今どき下宿.賄い付きなんでほとん

どないですよ」と言うから.rこの子らは就職が
ないのかJとどなりつけたら，若い人がすっと立
って.r職安に来てもらっても仕事はありません
が.スポーツ新聞を見てくださいjと言うんです

ね。スポーツ新聞の広告欄には学歴がなかったん

ですよ。朝日新聞を見ると，学歴ばかりで，タク

シー運転手でも学歴が書いてある。学歴が書いて

いない職業紹介があって，隣にびわこ競輪，競艇

が書いてあって，その隣にローン屋さんが書いて

あって。一面で生活がすべて終わってしまう。そ

んな世界です。

今.そういう世界に養護の子どもたちだけでな

くて.恐らく先ほど宮本先生が言われたような世

界の子どもたちがどんどんと近付いてきている。

高卒でさえ就職がない時代なのに. ましてや児童

養護施設で高校に行かせる時代になりましたが.
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そこから出る世界というのは職安ではなかなか仕

事がない世界で，指導員の方々とか，関係者の

方々は必死で自分のコネクションとか，いろいろ

な付き合いの中から探してくる世界。子どもたち

は今そんなところで生活をしているという感じが

しています。

ぼちぼちこれで終わらなきゃいけないんです

が，あと 2~3 分です。希望がなくても楽しく生

きていける幸せというのを，少し山田先生が言っ

ておられましたけども，社会的養護の世界をみて

いると， もう遠い世界になってしまったという感

じがします。それは.世代間連鎖というのが今一

番大きい問題ではないかと思っています。この言

葉は，虐待の世界の中であまり使うな，希望をそ

れこそ失うから使うなと言われるけども，実態と

してやっぱり受け止めざるを得ないですよね。虐

待を受けていた子どもたちが，大人になってまた

虐待をする。いじめを受けていた子どもたちが，

いじめを繰り返す。

数日前.ある児童養護施設で話し合いを数時間

やっていたんで、すが，中学生の女の子が同室の女

の子を裸にして性的なことをやるわけですよ。問

題犯罪行為が行われたわけです。ところが，犯罪

行為をしていた子どもに指導員が聞くと，何が起

こっていたかというと. 自分自身が数年前までこ

の施設でもうすでにその立場にあったと。自分が

そうやって育ってきた。そのことを今次の世代に

やっているだけなので，何が悪いか。あのとき先

生方は自分を守ってくれなかったじゃないか.気

が付いていたはずだ，ということを聞いて，返す

言葉がなかったそうです。

そこをどうするかという話し合いだったんで

す。つないでいってしまう自分たちの弱さです

ね。あとで，またいじめの話を野村先生から聞き

ますけども，形を変えながらつないでいく。同じ

形でつないでいけばまだ断ち切りやすいところは

あるんですけども， *~を変えながら一一一いじめな

んでいうのはその代表だと思うんですけども一一ー

いじめという言葉は一緒だけども方法が全然違

う。使う媒体が全然違う。そういう形でつないで

いくところを. どう私たちは断ち切っていけるの

か，というところは，福祉関係者としては提案を
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しなければいけない。じゃ， どうすればいいん

だ¥ ということなんです。

教育も駄目だと言われましたし，金もないと山

田先生は言われましたから，今はちょっと答えが

よく分からないのです。あとでほかの人の話を聞

いてから一緒に考えようかなと思っています。大

体， 15分たちましたのでこれで話を終わります。

亀山:ありがとうございました。明るく語ってい

ただきまして少しほっとしました。内容は深刻な

ものですね。ということで，福祉のほうからのア

プローチがありました。引き続きまして山田容先

生。山田先生が2人おられますので容先生と言い

ますが，容先生のほうからまたいろいろと議論を

出していただきたいと思います。

福祉現場か5の意見 (2)

山田(容):山田と申します。今までの先生方の

お話は，非常に刺激になりました。私の息子は大

学受験，大学に行くという話はわりと希望を持っ

て語れても，そのあと何をするかという話になる

と途端に暗くなります。大学までのイメージはで

きるんですけど.どういう仕事をするのか，自分

はどういうふうに社会に属したらいいのか， とい

うことになると，暗たんたる顔になってきます。

希望が一応持てる状況にはあると思っています

が，希望を持つこと自体のしんどさ，希望を持つ

ような生き方をしなければ自分はいけないんだ，

というちょっとした追い込まれというんですか，

そういったものも生じているのかなと思います。

さて，山牒先生が先ほどおっしゃった孤立とい

う言葉は，非常に重要だと思います。私は子ども

の虐待の支援をする人たちの隣にいようと思っ

て，いろいろなところに行っているのですが，虐

待は，これまで心の問題として扱われるという傾

向が強かったんですね。親の未成熟であるとか，

異常性が非常に強調されて報道されてきました。

確かに何らかの病理的な要因もありますが，調査

を見ますと明らかに貧困が非常に大きな要因で

す。

平成 15年の調査では，虐待が起こったケース

の中に，所得税が課税される一定の所得があると

いう家庭は約23%にすぎなかった。不明が約 30

%，その他が明らかに所得税が課税されない程度

の年収.生活保護の割合が約 20%でした。これ

はかなり高いですよね。母子家庭の割合は約 30

%，父子家庭が約 5%です。母子家庭は全世帯平

均でいうと約 4%，父子家庭にいたっては 1%未

満ですから， 1人親家庭がかなり多いということ

になります。ただ，これは l人親だからというわ

けではなくて， 1人親家庭というのは大変経済的

に苦しくて.母子家庭の平均収入は200万円台以

下なんですね。

ですから，明らかに貧困という要因が非常に大

きいわけです。虐待現象が注目された 90年代の

中ごろは， 日本でまだ貧困という言葉をあまり使

われなかったんですね。どちらかというと不況と

いっていたので，経済状況は一時的なものとして

とらえられて，病理のほうに関心がいったと思う

んです。

ここで子どもの問題としてどう考えるかなんで

すが，虐待支援は二つのポイントがあると思って

います。きょうの子どもの命をどう守るかという

切迫した問題と将来に向けて子どもの暮らしと

生きていく力をどうつくっていくかという未来の

時間軸があるわけですね。現在に関していうと，

これは基本的には分離するかどうか，施設に入れ

るかどうか，一時保護所に入れるかどうかという

ような緊急事態を判断する。もう一つは，長期的

に見てこの子どもたちをどう支えていくか。どう

いう場でどういうサポートをしていくかというこ

とです。施設に入れたらいいんじゃないかと思わ

れるかもしれませんが.子どもたちが施設に入っ

てそこからどういう暮らしをしていくか. どうい

う支えを世の中で持てるかというと，やはり非常

に心許ないことがたくさんあります。これは， も

う先ほど山牒先生からお話がありました。

福祉と教育の問題

そこで教育の問題というのはすごく大きいと思

っています。虐待の問題というと，子どもへの心

理的な影響というのがすごく強調されて，生きづ

らさということがよく使われるのですが，それは

社会的なつながりが持てないというところで現実



的な問題になってくると思うんですね。学校に行

けない，あるいは学校に行ってもストレスを常に

ぶつけてしまって，友達ができない。それで、.学

力が形成されない，また生涯にわたって支えてく

れる友人というものを持てない。さらに家族との

関係も悪い。こうなってきますと，湯浅誠さんが

おっしゃっている.r溜めJ.つまり何か困ったと
きに自分を支えてくれる余力のようなものを，持

たないまま厳しい競争社会に放り出されていく子

どもたちがいて，その結果として家はあるけど帰

れない，パラサイトになれない人たちが増えて来

ます。

宮本先生のお話でほとんどご紹介いただいたん

ですが，やっぱり学力というのはすごく深刻な問

題だと思っています。高卒の学歴ではそれほど大

きな意味を持たないんです。先ほど.幾つかの例

をお話しいただきましたが，私が聞いた話です

が，ある中学の先生が.rせめてこの子が運転免
許を取れるようにしてあげたい」とおっしゃるん

ですね。運転免許を取れないとこの子は社会で仕

事に就けないだろうと。その学力をつけられない

まま卒業させてしまう中学の先生が非常に悔しそ

うにおっしゃっていました。

確かにそれはそうですよね。高校には何とか入

れるという状況が今はありますが，入ったところ

で，そこで社会生活が営める学力が身に付いてい

ない場合，そういうリアルな問題に加えて，自分

に何が起こっているかを考えたり，判断したりす

るための思考の基準となる言葉を持てずに.感覚

的に行動化してしまうこともあると思います。転

職率や離職率の多さも問題ですが，私たちも仕事

を辞めたいと思うことはよくあるわけです。その

ときに相談したり，愚痴を言ったりとか，アドバ

イスを受けたりして支えられている面が非常に大

きいんじゃないかと思うんです。それがないと，

やっぱりすぐ行動化してしまう。学力や関係の中

で，何が起こっているか，世の中の状況がどうで

あるかを把握して，とりあえず今は頑張ろうとい

うふうな判断をする生きる知恵みたいなものが形

成されていく。ですから つながりからの排除と

いいますか，孤立をどうするかということが，子

どもたちの将来にわたっての支援ということでい
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うと非常に重要ですね。加えて，人とつながりの

もちにくい発達障害を抱える子どもへの支援も大

きなテーマになると思います。

虐待支援について

一方で.虐待支援がどうなっているかというこ

とですが，先ほど言いましたように，心理の問

題，心の問題化されている部分が非常に強くなっ

ています。近代の家族観では子どもを慈しまない

のはおかしいことであって，その人たちを自分た

ちと同質化したくないという排除的な姿勢がそこ

にはあるわけですね。同時に，保護者だけじゃな

くて行政が悪いということで，特に児童相談所が

やり玉に挙げられて，これは支援現場に，すごく

プレ yシャーになりました。そこでリスクをあぶ

り出す，ハイリスクな人たちをどれだけ見つける

かが問われるようになり，啓発とか，ネットワー

クとか.いろいろなことがいわれますが，結果と

して監視体制的な支援あるいは強制介入を強めて

いくような支援を求められるようになってきたか

なと思います。柔らかく支えていく，長期にわた

って支えていくという形での支援体制が十分構築

できているのか. というと非常に心許ないです。

特に.山鯨先生がおっしゃったように支援が届

かない人たちが非常に多くなっています。子育て

支援教室などを行政がやっても，来る人は「あな

たは大丈夫」という人ばかりです。同じメンバー

ばかり来るんですね。本当にサポートが必要な人

は来ないんで、す。支援が必要な人たちはつながり

ということに非常に傷付いていたり，つながって

いいことがあまりない人たちだったんですよね。

このような経験をお持ちの人たちとどうつながっ

たらいいんだろうか。

ただ，先日.児相(児童相談所)の先生にちょ

っとお話を聞いたときに，虐待をなくすというこ

とよりも， しんどくなったときに sosが出せる
人が必要で，それをつくっていくのが大事だとお

っしゃっていました。そのsosを出せる人を，
世の中にどれだけつくれるか，自分たちで溜めと

いうか，関係をつくれない人たちには意図的にこ

ちらが近くにつくっていくというのはすごく大事

なことだと思いますが. どうやったらできるんで
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しょうか。というのを山勝先生にぜひお伺いした

いなと思います。

このように支援の構造が実は排除的な構造を持

ってしまっている。抱摂していくような支援にな

るためにはどういうふうにしたらいいか，福祉が

警察化していったり，司法化していったり，法の

執行者としてのソーシャルワークじゃなくて，支

えていくような本当の支援というのはどういうふ

うにつくったらいいか。現状はもしかしたら，親

も子も孤立化させてしまっている面があるのでは

ないかというふうに懸念しております。

亀山:ありがとうございました。福祉の現場から

2人の先生にコメントしていただきました。山田

昌弘先生の最初の議論は経済システムの影響を非

常に強調されてきたわけですけれども，それが家

族システムあるいは教育システムにどういうふう

に連動して影響を与えていくかというお話に流れ

てきていると思います。引き続きまして，今度は

社会学の方向から教育システムを中心に学校が主

に念頭に上がりますが，そこにおける子どもたち

ですね。少し角度が変わりますが，虐待とつなが

るいじめの問題をやっておられる野村さんからお

願いします。

社会学か5みた「いじめ」

野村:野村洋平と申します。よろしくお願いしま

す。このような壇上で話せるような知識も学術的

な面の積み重ねもあまりないのですが，今回壇上

に上げていただきまして いじめと社会的排除を

考えるということで，先生方のお話を聞きまし

て，私の研究と合わせて考えていることを少しお

話ししてみたいと思います。

私自身は，いじめというものをどういうふうに

考えているかといいますと，以前からいじめ研究

の代表的なものとして，社会学では森田洋司さん

と清永賢二さんの『いじめ 教室の戦いJという

本の中で用いられた定義がこれまで、ず‘っと使われ

てきております。ある集団の中で，上位の者が下

位の者に対して精神的・身体的な暴力を継続的に

加えるような行為というふうに解釈されてきまし

た。それで、'私自身はこれまでわずかながら積み

上げてきた研究の中で，いじめというものをどう

いうふうにとらえているかといいますと，上位と

下位というのは社会の中におけるある程度の相対

的な基準に基づいてなされるわけですが.そのよ

うな社会内の基準というもので図れるものに限ら

ず.いじめられる人が社会の中に入ってきたと

き，その集団の中にいるときに何かしら力を発揮

する。それは，社会の.ある意味で、は教室の秩序

を壊してしまう場合もあるかもしれませんし，教

室の中の秩序を過度に象敵しているような人かも

しれませんしそのような何かその人に見られる

特徴あるいは力をいじめを行う側が取り立てて.

排除をしていく行為というものがいじめなのでは

ないか， と現段階では考えています。

近年ではいじめにおけるいじめ自殺の件数であ

ったり，学校でのいじめがどれぐらいの頻度で起

こっているかということが.以前よりも隠される

ようになってしまって十分な統計が得られていま

せん。統計としては出ていないんですが，山田昌

弘先生の講演にもありましたように， 1997年ぐ

らいから社会意識に大きな変化があったといわれ

ています。文部省が数えているいじめの件数もそ

のあたりからあいまいになってきています。これ

は何か関連があるのではないか。私の今の考えで

いきますと，いじめというものは比較的大人の側

から見えないことが多く，さらに見えにくくなっ

てきている。そういうような状況で，基本的には

子どもたちの中に潜在化してずっと潜伏してい

く。 2006年に社会問題としてまた再びいじめの

自殺が現れてきましたが，そのとき亡くなった男

の子はみんなに貧乏であるとか， ドロボウである

というようなことを言われて 3年ぐらいそれが続

いていた。そういうことにもう耐えられなくなっ

たから僕は自殺します， と言って亡くなってしま

った。ある意味では，潜在化していたのが，再び

また 2006年ごろになって再問題化してきている

と思われます。

もう一つ，情報技術が発達してきて，いじめに

も新しい形態が出てきているかと思います。それ

が，最近になりましてよく言われていますネット

いじめです。これに関しては，徐々に研究書等が

出てきていますが，私自身もまだ研究をしだした



ところなので，あまり詳しいことは論じられませ

んが，以前の 1980年代から起こっているいじめ

とネットいじめには，ある程度の共通性があるだ

ろうということを今考えています。共通性がある

けれども，違う点もあるだろうと思われます。そ

の違う点に関しては，現時点では見通しを持って

いないため問題を述べるに留まりますが，今後コ

ミュニケーションなどの問題とともに一緒に考え

ていきたいと思っています。

もう一つ，格差社会・杜会的排除という問題と

いじめというものを見ていく視点として，新しい

いじめというものを見ていくとともに.古いいじ

めの形態にはどういうものがあったのかというこ

とにも関心を持って最近調べだしています。

一つは.学校におけるいじめと近いものとして

軍隊で行われた l年上の先輩の兵士から，新しく

入った新参兵がいじめられるというようないじめ

です。それが，非常に学校のいじめと近いと思っ

ています。最近興味深い本を読みまして高田里恵

子さんという人が『学歴・階級・箪隊』という本

を書かれています。そこでの視点は軍隊というと

ころは基本的に平等を志向する組織である。それ

で¥その軍隊に導かれる人がいた当時は，学歴が

ある程度固まってしまった人たちが多く，単純労

働の人とエリートとのこ極化が見られる時代で

す。そういう人たちが一斉に軍隊に集まったとき

に，今まで社会の中において差別を受けてきた

人々が一気に軍隊という組織を通じて平等になっ

てしまった。そこにおいて.ある種のいじめの行

為が出てきたのではないかという分析をしていま

す。もちろん，高田さんの本はいじめの分析では

ありませんで.そういう階級というものと軍隊と

がつながっている。そこに見えでくる社会現象が

あると書かれた本です。私自身は軍隊に導かれて

いった人たちの時代と合わせて， もしこのまま今

の時代の人々が二極化というものに進んで、いって

しまって，親からの資産を受け継げない人，受け

継げる人が残っていって二極化する。そうなった

ときにどういう力が働くか。それで、学校内では二

極化した人たちが平等の名の下に集まったとき

に.どういういじめの形態が現れてくるのか.と

いうところを考えていきたいと思っているんです
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が，答えはまだ見いだすことができません。

これからさまざまな先生の話を聞いて，また私

自身もさらに勉強して社会といじめとの関係を探

っていきたいと考えています。

問題の整理と方向性

亀山:ありがとうございます。一応. 4人の先生

方にお話をいただきました。これで一巡をして.

これからフィードパックしていくんです。これが

再帰ということです。リフレクシブということで

すね。非常に大ざっぱに整理していきますと，社

会学という学問は大きな状況から議論を考えてい

きます。まず，山田先生がおっしゃったのは現代

社会をどう認識するかということなんですね。現

代社会論が根底にあります。それは.ギデンズが

言ったような再帰的な社会.つまり資本主義が発

達して一回ぐるっと回っちゃった。そこで一回ぐ

るっと回ったときに?今までやってきたことを反

省していきます。それで， もう一段階ぐっと上が

るんですね。これが再帰，フィードパックをする

ということです。これが後期資本主義だというふ

うに言っているわけで、すね。後期資本主義の時代

になると，今まで近代社会であったいろいろな結

び付きが持てなくなってしまう。わかりやすい例

えを出しますと，船が海に浮かんでいます。それ

が，止まったときにいかりを下ろして安定するわ

けですね。そのいかりが切られてしまうんです

ね。つまり，近代社会が出来てきたときには，ま

だ前近代社会のそういうつながりのようなものを

持っている。ところが，一回ぐるっと回ってしま

ったときにそのつながりが全部切れてしまう。そ

うすると.船は波の聞に揺れるままです。それ

が， どういうふうに揺れるかということはもう見

当がつかない状況なんですね。不確定性が非常に

増えるというふうに言っています。これがリスク

ということです。リスクが非常に増える。そのリ

スクが増えてくるので.つまり不確定な要素が増

えてくるので， どういうふうに対応していいか分

からないという，現代社会をリスク社会として考

えるということが根底にあるんです。

そうしますと，そうし寸現代社会が後期資本主

義に入りますと，先ほど山田先生が分析されたよ
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うに.資本主義の社会システムが二極化してい

く。わかりやすいのは職業労働が二極化していく

わけですね。それで、'下にいる人たちは非常に不

安な状況に放置されていきます。そうしますと.

社会が非常に不安定になるんですね。そういう状

況を考えたときに，それがあちこちに現れてくる

わけです。つまり，中期資本主義社会ではわりあ

い安定していた。ところが，後期に入ると非常に

不安定化していく。その不安定さの表れがあちこ

ちの領域に出てくるということになります。職業

労働もそうだしそれから家族の領域にそれが波

及していきます。それから教育システムに波及し

ていきます。

そういうふうに，波及していきますと，その波

及先では弱者がどうしても生み出されてしまう。

その弱者はさらにその不安定化の中でより排除

乞一一排除とは大げさだというふうに言えるか

もしれませんけれども，ソーシャル・エクスクル

ージョンとギデンズは言っていますが一一そうい

うふうな弱い者をもっと不利な立場に追い込んで

いく悪循環のようなものが起きてきます。そうい

うふうな状況の中を，われわれは生きているわけ

です。誰もが不安になる。リスク社会の典型のよ

うなものですから何が起きるか分からない。だか

ら先ほどの山懸先生のお話にもありましたよう

に，社会の上層部も非常に不安に思っているとい

うこともよく分かります。

こういうふうに，社会学は考えます。社会学の

アプローチを一番端に置いて， もう一方の端に福

祉のアプローチを置きますと，先ほどのお二人の

先生の話をお聞きになっても分かるように，非常

に現場から発想されていきます。現場で対応しな

ければならないわけですね。問題が起きています

から，それを解決しなければいけない。そういう

ふうな実践論から入ります。実践論から入ってい

くのに対して， もう一方は大局から入っていきま

す。こうした軸の真ん中で両者が状況論を展開せ

ざるを得ないわけですね。つまり， ι社会学におい

ても，大局から見ていくけども現代の状況認識を

どうとらえるかという問題になります。同じよう

にして今度は逆の方向から実践をやっている人た

ちも，今どういう状況にあるのかということを考

えざるを得ません。つまり左右両方から現代をど

うとらえるかということをやっていっているわけ

ですね。そこに交差点が僕はあるというふうに見

ているわけです。

それが現場をめぐる問題として出てきているわ

けです。そういうふうな認識の在り方は，この山

田昌弘先生の発表を始め.4人の先生方において

もほぼ共通しているように思います。

以下，一巡しましたので，焦点をそこに絞って

議論を進めていきたいと思っております。まず.

そのフィードパックされた中で，山田先生は午前

中にお話をなさったんですが，先ほどの4人の先

生の方のコメントを聞かれて，どういうふうに自

分の議論を進められるかということを，ちょっと

お話しいただければと思うんです。お気付きにな

った点で結構ですので。

問題提起への応答

山田:コメントを含めまして，いろいろ私も参考

になる話が多くて勉強になりました。

やっぱり解決はなかなか難しいなというふうに

思うところが多かったです。例えば宮本先生が失

業率はもちろん高校中退の人のほうが高いとある

というのは事実としてあると思うんですが，問題

は， じゃあ高校中退しなければ全員が正社員にな

れていたかというと， またそれも難しい問題にな

るわけでL。今度は最低ラインが大学中退になっち

ゃったわということになりかねません。いわゆる

学歴インフレ効果というのがあるので・・-…。問題

は，ですからもちろん宮本先生は十分に分かつて

いらっしゃることなんですけども，そういう話を

すると， じゃあ.みんなに高校を卒業させれば問

題は解決するのか， ということが問題の難しいと

ころかなと思っています。

あと山鯨先生のお話で， もちろん母子家庭の問

題もいろいろあるんですが，それもやっぱり現代

的貧困の問題というのが， もちろん母子家庭は昔

から苦しかったというのは確かなんですが，今，

二重の苦しさとして表れていると思っています。

それは何かというと，昔は片働きというか男性が

養うような状況が標準としてあったわけです。だ

から母子家庭の人には，母親が何とか働けるよう
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働きが標準になり始めていると，母子家庭だと l

人で共働きはできませんから，相対的収入は低く

なるというのは，それはよく考えたら当たり前で

すよね。昔は男が働いて l人分の収入で、養ってい

た。でも.母子家庭の場合は男性がいないので，

生活保護もしくは母親が働けるようにすれば何と

か生活できるようになっていた。だけれども今は

夫婦二人共働きが標準になっているところで，母

子家庭というのが出現してしまうと，標準的に働

いても共働きの半分しか稼げないという状況にな

ってしまうわけですよね。なのに，政策はもっと

働けとか母子加算を廃止するというふうに逆方向

を向いているというのもまた不思議なことが起き

ているな， というのは私が一つ感じているところ

です。

あと，上の人は不安がっていると言いました

が.確かに.私も良いことか悪いことかが分から

ないんですが.私の大学でもそうなんですけど

も，できる上のほうの若者がどんどん保守的にな

っている。つまり公務員を目指すとか，親から公

務員になれと言われたとか，ますます安定的なも

のを能力的に高い人が求めているんですよ。これ

は，能力的に高い人は安定的なものを求めて安定

した職について，逆に本当は安定的なものが必要

な，下の，いわゆる学力があまり高くない人がリ

スクをとらされている。つまりリスク論に乗って

言えば，リスク的な社会の中で本来は学歴や能力

が高い人はどんどんリスクを耳兄っていろんなとこ

ろで活躍してもらいたいんだけれども，そういう

人は保守化してサラリーマン，公務員になってし

まうわけです。別に悪いっていうわけじゃないで

すよ。一方で，安定した職場が必要な，学歴等が

低い人というのは，自由競争で勝手にやれといっ

てリスクの高い正規雇用を追い出される。やっぱ

りこれは日本の社会全体にとって良くないのかな

という気がしているんです。

でも.個人の行動をとやかく言えませんので.

全体ではそうでも.個々人から見れば一番利益の

出る行動をするのは当然ですから，それは.平等

主義教育を主張する大学，教育学の教授が自分の

子どもをいい私立に入れちゃうというのと一緒
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で，なかなかね.個々人の行動を批判できないん

ですが.それを何とか社会で.全体でどういうの

かなというのが一つ思いました。

山田容先生のほうは，この最後の支援のところ

がどうなのかなと。さっき聞いたところで言いま

すと.支援が不必要な人が来るというやつですよ

ね。これは私も男女共同参画の講演で，来ている

人は私の講演を聴く必要はありません，と言うの

と一緒で，来てもらいたい男女平等や共同参画が

分かつている人は来てくれるけども，最も知って

もらいたい人には来てもらえないというような状

況があるのです。

難しいのは自主的に支援，自主的に申し出たも

ので支援というのをしていこうとすると，そうや

って本当に必要な人は来ない。だけれども，いわ

ゆる出てこない人を無理やり引っ張り出そうとす

ると，いわゆる強制・監視というのが必要になっ

てしまう。この大きなジレンマをどうするか。つ

まり昔は何らかの集団の.地域なり親族.親せき

も一緒ですけど親族なり.そういう中間集団の中

で落ちこぼれそうな人を救い出すというのが行わ

れていたわけですけども，今は本当に支援が必要

な人はパラパラになっちゃっていますので，バラ

バラになって出て来ない人を支援する場に引っ張

り出すための強制とか監視とかというのを， どう

評価するのかというところに来ているのかなと思

っております。

あと，野村さんの中では，最後に軍隊という話

が出てきました。最近，赤木智弘さんという，

rr丸山異男』をひっぱたきたい」という論文を書
いた人がいます。東大の助教授だった丸山県男が

軍隊に入れられたら，農村から出てきた小学校卒

の先輩たちにひっぱたかれた， という記事を見

て，フリータ一代表たる赤木さんは.rいや，戦
争になればそういう逆転が起きるから.戦争を起

こしたほうがし、い。そういう平等のほうがいいJ

というふうに主張しました。一つひっぱたいた

ら.一時的な憂さ晴らしにはなりますけれども.

構造的問題は何にも解決していないわけですよ

ね。だから逆に言えば憂さ晴らしだけですまされ

るようになる， これは野村ーさん自身の発言である

というわけではなくて，そういう風潮が押し出て
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いるとしたら.まずいかな.という気がします。

さ5なる議論に向けて

亀山:どうもありがとうございました。

これで二巡目に入っていきたいと思うんですけ

れども，やっぱり問題を絞っていかないと分散し

てしまうので，取りあえずここで、選定作業を行っ

てしまいます。山田先生が，こういう格差問題は

社会システム全体が変わってしまっているので，

それを変えろというわけにはなかなかいかない。

しかしそこから出てくる結果については，われ

われはやっぱりそれなりの対応を考えていかなき

ゃいけないだろう， ということを結言命的におっし

ゃったわけです。そこのところにかかわることな

んですが，福祉の先生方が， くしくもみな社会関

係がバラバラになってきている。孤立化している

とおっしゃっているわけですね。現状において

も，それから現場のいろんな状況を見ていましで

も.いじめられて，あるいは虐待されているにし

ても.相談できないとか。そういうふうな状況，

そこで現場で皆さんは実際にお働きになっている

わけです。

先ほど山田先生がおっしゃったように，中間集

団，つまり地域とか家族親族を含めたそういう中

間的な集団一個人と国家の間にある集団を中間集

団，と大ざっぱに言うんですが一そこら辺が後期

資本主義に入りましてバラバラになってきてしま

うんですね。つまり先ほどの例えで言いますと，

船を引き留めているいかりの綱が. 1本 l本切ら

れていくわけです。そうしますと船はどんどん漂

いますからどこへ行くのか分からなくなるという

状況が今起きてきているわけですね。そういうふ

うに虐待を，あるいはいじめをやっぱり防いでい

くには，そこのところをどう考えるか，あるいは

そこにどう介入するのかという問題が出てくるん

です。先ほど宮本先生が中卒の例をお出しになっ

て，この方たちもやはり友達とか既存の職場が持

てないということともつながって，孤立するので

はないかというふうに思うんですが，そのあたり

でどうでしょうか。

自立支援の現状

宮本:いろいろな例を挙げて，中間集団的な.あ

るいは孤立している人と人とをつなげていくとい

うというような試みが，行われているんです。事

例でご紹介させていただきますと. 2004年に厚

生労働省の若者無業者施策ということで，若者自

立塾というのが始まったんですね。全国で 30か

所で，ニート状態の若者が3ヶ月合宿をしなが

ら，そこで生活を立て直しながら，仕事に就くた

めの支援機関です。厚生労働省の施策なものです

から，仕事に就けるというところまで自立支援す

るということで始まったものです。そこへ入って

くる人を集めるだけでも相当苦労していて，ずっ

と定員割れ状態なんですが，何をする必要がある

のかということに関しては，自立塾が始まったこ

とによって見えてきたことがあるように思うので

す。

例えば，自立塾に入る人たちの相当程度が，長

期に引きこもっていた方々で，年齢はもう 25歳

を過ぎている人が圧倒的多数です。引きこもって

いたということは，親の家にいたということで，

しかもその中の 3割から半分ぐらいは，学校時代

にもう既に長期不登校.あるいは中退というよう

な経験をしています。大学卒業まで何でもなく

て，正社員で就職して，そこからつまずいて引き

こもったというケースもあるんです。とにかくそ

ういう形で放置をしておけば，完全につながりは

切れてしまう状態にありますししかも家の中に

隠れているわけだから，その所在を外から突き止

めることさえできないというのが今の状況です。

そこへ入ってきた方たちというのは，親が何と

かしようと大変な努力をしてうまくヲ|っ張り出せ

たか，あるいは支援団体がその家に訪問して，そ

こから自立塾に入所するようになったというよう

なそんなことです。 3ヶ月間の中で何をやって立

ち直っていくかというと，まず第 lに生活のリズ

ムの回復です。生活のリズムは，朝明るくなった

ら起きる，食事はちゃんと定時に食べる，それか

ら体を動かす，それから人と話をする，というよ

うなことなんですが，社会から孤立していくとい

うことは，今申し上げたようなことが全部駄目に



なっていく状態と言っていいと思うんです。発見

されたころには.年齢的には一番元気な健康な時

代であるはずなのに，体力がなく.体が動かない

くらいまで衰退しているんですよね。

lヶ月 2ヶ月の中でだんだん人との関係を，限

定付きですが，取り戻していくというようなこと

をやって，社会体験.職場体験などの活動を通し

て.自立の道を探っていきます。厚生労働省の基

準としては，卒塾後.半年の聞に.7割の方が何

らかの仕事に就くこととしています。 3ヶ月で終

了というのは，これはもう全くお役所的発想であ

りまして.3ヶ月以上は税金を使えないというこ

とで 3ヶ月ということなんです。ところが実際に

支援をしてみると，自立するためには 3ヶ月では

解決しない。そこで支援団体が編み出した方法は

何かというと，自立塾の3ヶ月が終わった後，そ

こに住まいがありますので，そこか，あるいは大

阪のある団体なんかは近くの老朽化した公営住宅

を自治体から無料で貸してもらって，そこに次の

ステップということで3人くらいで住まうように

しています。そうすれば家賃がかからない。それ

から 3人で住んでいるので孤立しない。親の家に

入って帰ってしまったら，元の木阿弥なんですよ

ね。親の家に帰るのではなく，自立をさらに一歩

進めるということをやっています。

でも社会的な関係をつくりにくい人たちなの

で¥放置しておくとその住宅の中でまた引きこも

るわけですよね。なので，日常的に自立塾に顔を

出すように誘っています。公営住宅からアルバイ

トに通う。そうすると，毎日はつらいんですよ

ね。ものすごくつらい。放置しておけば仕事を辞

めてしまうということなんだけども.仕事が終わ

ったら自立塾に寄る。そこへ行くとスタッフがし、

て声を掛けてくれる。ということをやって，それ

が終わったら今度はアパートを自分で借りると

か.そういうようなステップを歩むよう，支援し

ているのです。

これは，孤立した人々がどういう形で社会へ復

帰していくか，ということの一つの方法ではない

のかという感じがします。いろんな国を回ってみ

ると.似たり寄ったりの方法を取っていて.重要

なのはケア付きの住まいと，それから身の丈に合
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った仕事。それから，必要に応じて福祉的な給

付.それを自立の度合いが高まれば少しずつ給付

を減らし.自分で稼ぐようにしていくということ

です。自立するために必要なお金というのはかな

りのレベルですよね。それを，本当に稼ぐところ

までいけるかどうなのかという問題があるわけで

す。そういう点で，働いて得るお金と，追加的な

給付，それから非常に安い.安心のある住まいと

いうようなものがセットになって自立というもの

が可能になるのではないかという感じがします。

そういう点で言うと，フリーターが結婚できな

いとか家庭を持てないとか，そういう問題がある

んだけれども，現在の労働市場の状況の中で，雇

用を通した自立という線を進めていくと，雇用に

よって完全に自立できない人たちが一定の割合出

てくる状況にあります。その人たちは複合的なハ

ンディを持っている人たちだと思うんですね。そ

ういう意味で，賃金とプラスアルファという組み

合わせの中で，生活ができるようになることを考

えていかざるを得ないというのが，今の若者支援

現場から出てきた発想であります。日本の家族支

援，それから家族手当というのは，先進国の中で

最も低い部類に入るわけですが，たとえ給料が非

常に低くとも.夫婦で働き，かっ子どもの養育手

当，子どもの教育費.あるいは住宅というような

部分が付加的に給付されれば，身の丈に合った生

活は可能で=はないか。そのあたりの，社会保障制

度を含めた仕組みを考えていく必要があるのでは

ないのか.という感じがしております。

亀山:ありがとうございます。

そういうバラバラになっていく.中間集団レベ

ルの環境をどう修復あるいは新たにつくるかとい

う問題もあるわけです。先ほど自立塾の件を紹介

いただいたんですけども 山田昌弘先生の図式で

いけば，オールドエコノミーの時代からニューエ

コノミーの時代にわれわれの社会は展開していっ

たわけです。オールドエコノミーの時代は，そう

いう生活に困った人たちは国家が面倒をみた。こ

れが福祉国家です。ところがニューエコノミーの

時代になると，そういう人が非常にたくさん出て

くるので. とても国がみる経済的な余裕がない。
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国自身が疲弊してきていますので，とても余裕が

ないわけですね。そうしますと.先ほどの自立塾

もそうですが， どのような組織が，あるいはどの

ような人たちがそういう社会関係のレベルで修復

なり新たな形を模索していくかということが問わ

れているというように思います。

山脈先生と，山田容先生は，そういう中で相談

所とか，母子家庭の支援とかを実際にやってこら

れているわけですが，固とか地方自治体はもう限

界がある。すると，そこのところをどうやって支

援していくか，セーフティーネットと言ってもい

いんですけども，そういうものをつくっていく可

能性があるのか。あるいは今現在進んでいるのか

という辺をちょっとお話をいただけないかと思い

ます。

排除意識と“ちえん"

山鯨:社会福祉の全体的提案を宮本先生にしても

らいましたので，私のほうは，その入り口をもう

ちょっと話をさせていただきたいと思います。

社会的排除の問題ですね。一般に構造的問題と

して語りがちですが，きょうもそういう形で示し

てきましたけども，一方では意識の問題だと思う

んですね。構造的な問題というのは，政策的には

例えばトップダウンである程度対応できる可能性

はある。けども，意識の問題というのは，政策的

には非常に対応しにくいし トップダウンではま

してや対応できないというか，そういう限界があ

ると思っています。そこが今の福祉がどうかかわ

っていくのか，支援論としてどうかかわっていく

のかということにも関係しているのではないかと

個人的には，思っています。

その意識の問題で言いますと，積極的な排除主

義論者の人たちはさておきまして，結果的に排除

意識になっている人たちが結構いらっしゃる地域

というか町があるということなんですよね。それ

は排除されたくないという意識が，一方で排除さ

れている層に対する差別意識を私ははらんでいる

のではないかと思っています。本人たちが意識さ

れているかどうかは別にして，潜在的に排除され

る層に陥りたくないというものというのは，やっ

ぱり差別感が少し入っているのではないかなと思

うんですね。

もう一つはそれを， さっきの野村さんのいじめ

との関係でいうと，いじめられている子.につい

ては社会的関心が高くて，その子たちに手を差し

伸べないといけないというのはみんなが分かって

いる。しかしもう一つ，このいじめ問題にある

私が感じている現象というのは，いじられ方を演

じている子どもたち。いじられることで，その関

係を保っている子どもたちがいるわけなんです

ね。その子どもたちというのは，見かけ上は苦痛

を表しませんから，社会はあれで結構なじんでい

るというふうに思ってしまう。そこに対して手を

かけようとはなかなか感じないし本人たちもそ

れをまた言ってこない。ところが，そこの子ども

たちというのも，結局は，結果的に排除されると

いうことをi寅じてしまっているとなっているので

はないかと思っています。

三つ目のお話は.社会を作る仲間ということで

す。

先ほどの亀山先生の話の.地域とか中間集団と

いう話がありました。私は，人間は三つの縁で生

きていると考えています。またしょうもない話な

んですけど，笑わないでください。「ちえん」と

読めそうな，辞書にはそう読めるとは書いていな

いかもしれないけれども. Iちえん」と一「えん」

は縁です一読めそうな「ちJという漢字三つぐら
い考えてください。一つはね，おそらく皆さん方

最初に思い浮かばれるのが，土地の縁，地域の縁

のことだと思います。これは辞書にそのまま出て

きます。それからもう一つは，かなりひねって考

えると血縁ということではないかと思います。血

の縁ですね。辞書的には血縁とは呼びませんけど

も，読もうと思えば“ちえん"。私たちは，その

地縁と血縁という，その二つの「ちえん」の中で

生きていくという説明を長くされてきたような気

がするんですけれども，今，例えば子育て世代を

見ていますと，あるいは青少年世代を見ていまし

たら，地域の縁というのは逃れることができる。

血縁は逃れようがないが，地縁は選択できるとい

うふうに， どうもなっている。地域の縁を忌避す

る.忌み嫌う層が出てきて，昔ながらの付き合い

についての抵抗感。そういう人たちがたどり着い



た「ちえん」が何かというと，知り合いの縁では

ないかと。知る縁と書いであります。仲間です

ね。これが先ほどの亀山先生の提示に対する私な

りの答えです。

今，若い人は，特に子育て層とか青年層で言う

と，仲間は結構持っているんです。ただそれが小

さいんです。社会関係の取り方が下手だという山

田容さんの話があったんで、すけども.嫌いな人と

は付き合わない社会です。逆に好きな人とは非常

に深く付き合いをする，特定の人と交際するとい

うことの繰り返しをやっているんです。その「ち

えんJ.知り合いの縁を，土地の縁ともう一団結
びf寸けたコミュニティー。コミュニティーという

英語の中にある，二つの意味をもう一回実現する

ということができるのではないか，と私は信じて

この福祉の仕事をしている。

私自身も子育て支援活動として.地域の人たち

と「みなくるハウス」という拠点を作っていま

す。年間 8，000人ぐらいの人たちが利用していま

す。要はそこを使って.その地域のつながりをつ

くっています。高齢者もいます。当然子どもたち

もいます。いろんな人たちが出会う中で，新しい

コミュニティーが出来上がっているのではないか

と今信じています。

もう一回，知り合いの縁と地域の縁，二つの縁

を結ばないといけないんではないか，近づけない

といけないのではないか。それを何で結ぼうかと

考えて思い出したのがチェーン。知縁と地縁をチ

ェーンで結ぶんですね。

亀山:くしくもおじさんギャグがありました。そ

ういうちょっと明るくなったところで，その議論

を受けて，容先生は支援が逆に抑圧になるという

ことですね。その根幹に社会的なつながりが持て

ない人たちがたくさん出てきているということを

おっしゃっているわけです。山鯨先生の議論はい

かがでしょうか。

学校の活用

山田(容):そうですね。山勝先生がおっしゃっ

たように，本当につながりの持ち方が多様化して

いるというふうに考えたほうがいいと思います。
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しかし例えば，行政の先ほとさ言った子育て支援

の講習会とか研修とかは，平日の 2時からだ、った

りするんです。その時間に家にいて，子どもを預

けてこられる人なんでいうのは限られているんで

すよね。もっと，例えば夜とか休日とかに，本当

に行ける時間に設定すればいいわけですが，その

設定がないし しかも設定したとしても疲れ切っ

ていて，動いていけない人もいます。だったら，

例えばインターネットでもいいと思いますし，そ

ういういろんな形での支え方を選択できるように

すればいいと思う。そのためには. NPOとかに

お金を付託してやってもらうというのが，重要な

ことだと思います。そういう多様性を持った，こ

れでやろうというのではなくて，これもあるよと

いう形です。

もう一つは学校がどう役割を果たすかというの

が非常に気になっています。山田昌弘先生のレジ

ュメの中で『希望の国のエクソダス』の冒頭の部

分があって，これは非常に印象的な言葉ですけれ

ども，希望があったときの学校教育と，希望がな

くなってしまったときの学校教育が同じことをや

っていて良いのか。すごく大きな問いかけだと思

うんです。

宮本先生のお話にもありましたけれども，今学

校が子どもに， どういう力を形成させるのかとい

うこと。それともう一つは学校というのは，取り

あえず子どもと出会える，社会的に出会える可能

性を持っているところですが，これを生かしてど

のような役割をするか。現状は，だんだん学校が

福祉化しているという感じですね。これは象徴的

ですけども，スクールソーシヤルワーカーの導入

は，教育現場でありながら福祉機能を学校が持ち

だしているわけですね。それは，子どもを支えて

いく場としてコミュニティーセンターでもある

し福祉センターでもあるしあるいは親のカウ

ンセリング機関でもあったりするわけですが，そ

れを先生だけでやるのは，極めて難しいだろうと

思います。ではスクールソーシャルワーカーがや

ってください， となりますけど，スクールソーシ

ヤルワーカーが今果たしてそこまでできるような

状態ではありません。

ですから.これからの地域の中の一つの縁とし
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て，そういう役割を期待される学校を地域がどう

支えられるかということが極めて重要な問題だと

思っております。

以上です。

亀山:ありがとうございます。

いじめの問題とつなげて，あえて言いますけれ

ども，学級のいじめを調べたことがありますけれ

ども，先ほど野村さんの言った森田さんたちの調

査なんかによると，いじめが起きていることはみ

んな知っていても誰も止められないという。なぜ

かというと，止めると自分が今度はターゲットに

されるという状況があるわけですね。つまり，そ

れはバラバラになっているということです。だか

ら，瞬間的にどこかとちょっとつながってターゲ

ットにされ，また違うところにつながってターゲ

ットにされるという，そういう非常に流動的なパ

ラパラ化傾向が進んでいるわけですね。

そういう中で，そういういじめをどうやって阻

止していくかという問題が出てくるんです。いじ

めの阻止の問題と，それからこういう格差社会の

中で社会的に排除されていくことをどうやってチ

ェックしていくかという問題は，ある意味で平行

していると思うんですね。そういう意味におい

て，ちょっとその辺で人と人とのつながりの問題

も念頭に置きながら，ちょっと議論をここで出し

ていただきたいと思うんです。皆さんいかがでし

ょっ。

苦悩の共有

野村:私自身は事例とかあまり細かいところまで

入り込んで、まだ研究できていないので，それこそ

希望というか.夢みたいな話になるかもしれませ

ん。

だと考えています。

虐待の問題もそうですしいじめの問題もそう

ですが，いじめられた状況，いじめが発生しやす

い状況ができてしまったときに，以前に自分がか

かえた負の記憶を消そうとして，虐待の行為にお

よぶとか.いじめの行為におよぶというような連

鎖ではなくて.自分の受けた痛み，傷というもの

を見直しながら，そういう状況をどう乗り越えて

いくか考える方向があるのではないか。苦悩をか

かえた子どもがいたときに，そういう子どもにど

う自分の経験から対面してあげられるか。そのよ

うな苦しみを通しての共同体というところに行き

着くことができたら.ある程度解決につながるの

ではないか。一つの方針が見えてくるのではない

か，と考えているんですけれども.これは実際に

はなかなか困難な作業だと思います。

私自身の希望として，ちょっと語らせていただ

きました。

亀山:苦悩を共有するという共同体なんですけど

も，これは理念型として，つまり理想的な形態と

してあり得る形だと思いますね。普通，共同体と

いうと喜びの共同体とか，そういうふうに想像す

るわけですけども，理論的な視点からいくと.苦

悩を共有する，そういうふうな共同体の発想とい

うのができるんだろうと思います。もちろん，こ

れは現実に現場でやっておられる方たちはそうい

うことを実践されている可能性もあるわけです。

一つの可能性として考える価値はあると思ってい

ます。

ということで，二巡を終わったんですけども.

あと 5分ぐらい残っております。会場のほうで何

か質問なり議論を出したいという方がおられれ

ば，受け付けたいと思うんですが，いかがでしょ

一つだけ最後に付け加えさせていただきたいの うか。

は，私自身もそうだったのですが，いじめられた

経験ということを生かして何か共同体もしくは組

織をつくれないかというところが問題の最終的な

解決の手段になるのではないかなと思っていま

す。それは，排除を受けたという経験は.社会内

の経験にとどまらず，絶体的な孤独といいます

か，非常に本人の生そのものにかかわる深い問題

会場か5の発言

会場:本日はどうも貴重な機会を与えていただき

ましでありがとうございました。

日ごろマスコミを通じまして社会がひずんでい

ることは感じていたんですけども，これほどひず

んでいるとは思いませんでした。前期資本主義か



ら後期資本主義社会，このように後期ということ

で.分からなくもないんですが， きょう講演をお

聞きした中で¥ぜひともお尋ねしたいのは.大局

的な見地からの社会学から，末端の福祉の現場の

お話を聞くことができたんですけども.今の問題

を解決するために，対処療法的なこともあると思

いますが，根本治療をしないと結局問題の解決に

つながらないと僕は思います。

施策というのもあるんでしょうか。例えば，こ

れは自治体とか一国の政府とかでは. もう解決で

きない問題ではなし叶、ときょう思いました。ちょ

っと素人の考えですけど，今の不景気に対する多

国間協議ではないですけども，それとか，国連が

中心になるとか，そういうことが必要で、はないか

という気がしてきたんです。その辺の根本治療を

どうしたらいいのか，ちょっと教えてください。

亀山-大きな問題が出されてきたんですけども.

問題提起の責任者である山田昌弘先生にお話を聞

かせていただきたいと思います。

山田:そうですね。世界経済の様子を見ている

と， もう一国でコントロールをすることは不可能

だけれども，次の秩序が見えないので. 5年. 10 

年先がなかなか見えてこないのかなということが

言えると思います。

ただ， 日本はその点多少有利だというのは.あ

まり人が逃げ出さない社会ですので，社会保障等

は日本一国だけで大きく組み替えれば何とかなる

かもしれないというふうに思っています。欧米だ

と本当に一つの国が，国で何か変わったことをや

ると，すぐ逃げ出しちゃったり，入ってきちゃっ

たりするので大変なんですが，まだその点は日本

は逃げ出さない，逃げ出せないという意味では日

本国内でできることはあると思います。

それと，先ほど山牒先生の.知と地をチェーン

でつながって，そのチェーンが大切だと思うの

は，チェーンは鎖ですから，つまりある程度の強

制力を持って，強い人に我慢してもらわなければ

いけないというところが実はあるんですよね。は

っきり言えば，自由に放任すれば，強い人は強い

人で付き合っちゃうんですよ。自由に知り合いの
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人と新しい共同体をつくりましょうねといった結

果，何が起きたかというと.インテリ層はインテ

リ層だけで付き合って， というすごい強者の共同

体ができてしまって，助けてもらう人だけ放置さ

れて，助けてもらいたい人だけ放置されて一緒に

いても，はっきり言って共同体にはならないんで

すよね。だから，そこら辺をうまくさせるシステ

ムが必要だとは思います。

亀山:ありがとうございます。時聞がないので取

りあえずこういう形で終わらせて…...。

もう l人の方， どうぞ。

小椋:この龍谷大学社会学部におります小椋と申

します。専門はスポーツ社会学という分野なんで

すが。お話の中でスポーツの話は山鯨先生が，一

発逆転があるかないかというお話のところで出て

きまして，結論はないんだというお話だ、ったんで

すが，私は必ずしもそうは思わないんですね。と

いうのは，一発逆転があるからスポーツは面白い

という立場もあるんですね。

社会学を語ると暗くなるという話があるんです

が，午前中もありましたが，スポーツ社会学は必

ずしも暗くならないで， というのはもう一つの足

にあるんですね。社会学と同時にスポーツも踏ん

でいるというか.両足があるんですね。きょうの

お話なんかでも，排除の子ども，若者なんですけ

ども， しんどい思いをしているその子どもたち，

若者が，唯一と言ったら言い過ぎなんですけど

も，希望を持ってやれる領域にスポーツというの

があるんです。しんどい思いをしているが，スポ

ーツは，学校に行っても勉強は面白くないけど，

スポーツ，部活があるから学校に行くというケー

スもある。そこのスポーツというのは，ある種，

希望なんですね。希望社会。勉強での希望はなく

てもある種の希望を持つ。

私の意見を，結論みたいになっちゃうんですけ

れども，そのスポーツで逆にまた虐待される.部

活で、の体罰みたいなので，非常に排除されるとい

うケースもありますしそれから同時にそこに希

望を持つてなお続けるというケースもあるんです

ねcその希望を持てる条件に，フェアな競争，才
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能・実力がどういうふうに認められて， しかもフ

ェアな競争があるから努力もできる。フェアネス

というのが非常に重要だと思うんです。

ところが.2世とか世襲という話になるとフェ

アネスということが欠けていくから，競争してい

るのか，談合しているのか分からないみたいなこ

とになるんですね。スポーツには. もし希望を残

す，あるいは可能性として希望を残すとすれば，

フェアな競争ということは.ルールということに

なるんですが，すごく重要になっているんです

ね。

スポーツ社会をつまらなくしている 2世，それ

から世襲の問題，議員さんの問題，学者の問題も

出ましたけども，世襲みたいな，あるいはフェア

ネスを変えてしまうと.どんどん努力が報われな

くになっていく。そういうこともスポーツと似て

いて，同時に排除もありますが，その排除された

人が希望を持っている分野としてスポーツという

のがあるようにも思います。私がただ勝手な個人

的な感想、を述べさせていただきました。

亀山:ありがとうございます。

議論のまとめと方向性

亀山:時間がちょっと過ぎましたけれども，ぼち

ぼちまとめに入っていきたいというふうに思いま

す。きょうは，最初のところで学部長，および総

合司会の古賀先生がおっしゃいましたけれども，

龍谷大学社会学部ができて 20周年を迎えまし

た。私はここへ来て 19年になりますけれども，

だいたいその経緯に少し触れていいますと社会

学部には当初から，社会学系と福祉系がず、っとあ

るわけです。その両者はそれぞれ別々に学問的な

業績を積んできました。ところが残念なことに，

その両者の聞にほとんど対話がなかったんです

ね。どういう事情なのか 学問的方法が違うから

なのか，それともお互いに領域を侵さないとい

う.これはフェアなのかどうかは分かりません

が，そういう暗黙の了解があったのか分かりませ

んが，そこがなかったんですね。それで. 20周

年を迎えるに当たって，これではいけないんじゃ

ないか。

つまり，あちこちの大学がいろいろな特色を出

すようにしていかないと生き延びていけないとい

う状況に，サパイパルな状態になっています。こ

れは良くも悪くもそういう状況にあるわけです。

そういう中で少しでも希望を持てる大学にしてい

かないと，それこそ底辺になってしまうので，何

とかそこをやっていこうじゃないかということ

が，今回話し合われました。

そのための一つの方策として，やはり両者の対

話を始めよう。今まで、やってこられた，あるいは

それぞれの先生方がたくさんおられるわけです

が，そこに橋渡しができる基盤を，まずつくって

いくことが一番重要だろうということで，今回の

こういうシンポジウムを企画させていただきまし

た。その折りに，山田先生が幾っかご本をお書き

になっていて，僕は『希望格差社会』という文庫

になった本は非常にいい本だと思います。今，学

生にゼミで使って読んでもらっています。そうい

うことを，やっぱり社会のそういう新しい形が見

えてきた段階の中で，いろんな問題が起きてい

る。その問題は，社会学者はこういうふうに見て

いて，それに対して福祉の人たちは.やはり現場

でどういうふうに日々対応されているかというこ

とがあるわけですね。そこに対話をまずしようと

いうことで，本日は山田先生にお忙しい中来てい

ただいて，お話をしていただきました。そして，

それを巡って，福祉のお二人の先生に，社会学の

お二人の先生が，それぞれ自分のやっておられる

研究をベースにしながらコメントをしていただく

という形で，まずここで対話を始めました。

そこで何を確認されたのか，ということが問わ

れるんですが，まず確認したいのは，対話を始め

たということです。そしてこの対話を，これをベ

ースにして. 2年なり 3年なり続けていって，そ

れを，今までの研究成果をそこに吸収できれば吸

収していくという形で，一つの共同研究センター

をつくりたいと考えています。そしてその研究セ

ンターをベースにして，龍谷大学社会学部がやっ

てきているのはこういうことなんだ， ということ

を外部に向けて'情報発信していく。それは何も研

究だけではなくて，教育のほうにも反映し新し

い授業をつくったり講義をつくったりしていきた



いと思っているわけです。そのとっかかりを始め

ようということがあったわけで，これができたと

僕は思っています。

きょうの議論をお聞きになって，ではその共通

基盤は何かといいますと，中期近代社会から後期

近代社会へ変わっていったという共通認識です。

その後期近代社会は非常に不安定な社会になる。

その不安定さがあっちこっちに出てくるだろう。

それは社会問題化していくんだ。それの解決とい

うことは.そう簡単にできることではないんだ。

昨日.五木寛之先生が「資本主義がのたうち回っ

ている」というふうにおっしゃいましたね。そ

の，のたうち回る資本主義は，やはり次の新しい

時代色やっぱりどこかで見せるだろうとおっし

ゃっていました。その新しい社会は，全く見えて

いませんが，どこかで垣間見ていく以外にないん

です。その聞は非常に暗い，こういうふうなたそ

がれのような時代が続くだろう， とおっしゃって

いました。その中で多くの人たちが希望をなくし

てウツ状態になっていったりするんですが.そう

いうふうにウツにならずに暗い時代を，ある意味

で希望を持ちながら生きていくということが知恵

として要求されるだろうとおっしゃっていまし

た。つまり，暗い中にどうやって光を見つけるか

という，そういうことになるわけですね。

そういう意味において，光を見つけていくに

は，まず自分たちはどこにいるのか，どういう状

況にわれわれは放置されているのか，これを認識

する必要がまずあると思います。つまり，自分が

何に縛られているかを認識できなければ，その鎖

をほどくことはできません。ですから， まずどう

いう状況に今あるのか。それを社会学からどうい

うふうに，例えばとらえるのか。福祉からどうと

らえるのかという状況認識を始めたということに

なります。本日は，そういう状況認識をお互いに

出し合って対話をした，ということになろうかと

思います。

新しい時代は本当にいつ来るのか分かりません

が， しかしウツにならずに，あるいは絶望せず

に，このたそがれ時を生きていこうということ

を，その中でやっぱり学問というのは希望の光を

持っているというを確認できたと思っておりま

53 

す。これは私の勝手な希望的観測かもしれませ

ん。しかし本日こうやってお運びいただいた皆

さま方に.少しでもそういう光が少しはあるぞ，

ということを確認していただければ，これにすぐ

ることはありません。

ということで，本日は長々とこういう形でお付

き合いくださいましでありがとうございました。

講師の先生方，山田先生， どうもありがとうござ

いました。どうぞ拍手で。

これにて本日の記念シンポジウムを終えたいと

思います。

どうもありがとうございました。

司会:ありがとうございました。では，パネリス

トの先生方に今一度盛大な拍手をお願いいたしま

す。

最後に，主催者を代表いたしまして，龍谷大学

社会学部研究科長の大友信勝よりごあいさつを申

し上げます。

大友:皆さんきょうは午前中からこの時間まで熱

心にご参加し、ただきまして，大変ありがとうござ

いました。

今，このシンポジウムのまとめについては亀山

先生がおまとめになったとおりです。改めて学問

というのは，夢と希望をどのように構築していく

か，ということにかかわる方法と手続きのように

思っております。きょうはこの状況認識の共有と

いうことのお話もありましたけれども，十分その

目的を達成しこれからどのように私どもが歩む

べきかという方向についても，多くの示唆をいた

だいたように思っております。 20周年というの

は，一つの経過ですしこれからどこに向かつて

どのように取りキ丑んでいくかということが， まさ

にこういう節目の時代にこそ問われているのであ

ろう. とこのように考えております。

格差・貧困問題は時代のテーマですが，これは

やはりグローパリゼーシヨンと規制緩和の中で大

きくは生じた問題だと認識をしております。格差

というのは相対的なものであって，貧困というの

はどちらかというと絶対的なものですが，貧困と

いうのは経済的に単に困難だということだけでは
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なくて，きょうもいっぱいお話がありましたが.

経済的に困難なだけではなくて，さまざまな社会

関係から孤立していくということを通して，もう

一つは長い貧困状態が続きますと，自分で自分に

駄目な人間というレッテルを張るという，社会的

孤立や生活意欲の減退ということになっていきま

すと貧困は確実に世代間連鎖をしていきます。

それに対して.今の社会的な政策がどうなって

いるか。ワークフェア，あるいは有期保護.そう

いうことを通して，モラルハザードを追求し，懲

罰的な方法で対応しようとしています。排除と引

き締め.この方向から夢と希望を語ることはでき

ませんし構築できない。

今，例えば反貧困のネットワークが全国に広が

りを見せておりますが，これはいわゆる多重債務

の問題に取り組む方々と，ホームレスの問題，あ

るいは貧困状態にある方々の雇用や労働の自立支

援をどうするかという方々が， ともに当事者.障

害を持っている方々，こういう方々を中核に置き

ながら，弁護士や司法書士や多くの関係する方々

がともに取り組みながら，今.大きく輸を発展さ

せているからこそ，国民的な運動の広がりを見せ

てきているんだと思います。

問題がどんなに深刻でも，社会政策が安易に取

り上げることはありません。しかし国民の方々の

理解を得て，多くの社会的な了承を取り付けて，

そして私どもがそのようなものを背に受けて.こ

れからの進む方向を提示しそこにまた学問が筋

道をつけていくというネットワークを広範に組織

していくことができれば大学としてもいささか

の役割を果たすことができますし社会的に大き

な役割を果たしながら，これからまた私どもが地

域の中で必要とされ.社会の中に求められる学問

を構築しながら，この龍谷大学の社会学部を一層

これを契機に発展させていきたいと.このように

考えております。

これからもいろいろお世話になることが多いで

すしいろいろご支援を得ることがたくさんあり

ますが， どうかよろしくお願いしたいと思ってお

ります。

どうも皆さんありがとうございました。改めて

またシンポジストの方々にもお礼を申し上げま

す。どうもありがとうございました。

司会:ありがとうございました。

大友研究科長にありましたように.私どもは本

日からまた改めてこのような催し物を発信した

い.あるいはいろいろな方と協働してまいりたい

と思っています。取りあえず本日の基調講演とシ

ンポジウムについては何らかの形で印刷，発行す

る予定にしております。そのほか，来年度にかけ

てまた新たな準備にかかっていくことにしており

ます。皆様方もご協力，ご賛同いただけたらと思

っています。

本日はどうもありがとうございました。これを

もちまして 20周年記念のシンポジウムを終わら

せていただきます。どうもありがとうございまし

た。



あとがき 富塾

社会学部20周年記念行事が集中した 2008年度

が過ぎて l年以内で，記録の刊行にたどりつける

ことができました。これも各位のご尽力のたまも

のと，御礼申し上げるしだいです。

一般的に，記念行事の中には，祝祭やイベント

が単発的に行われることが往々にして見られます

が，私たちは，祝祭だけでなく，学部の 5年後，

10年後への出発という意味合いを込めました。

これが.社会学部 20周年記念事業の大きな特徴

といえるでしょう。

もっとも，儀礼論としては，記念の祝祭は，進

行中の社会集団が定期的に自己を確認する手段で

あり，原初に回帰するものです。ですから，祝祭

には.原初志向のみならず，当然に，未来志向も

含みます。その意味では 学部の将来像を構想す

る試みも，ことさら特異なことではなく，祝祭の

未来志向のモチーフを拡大し具現化することに

ほかならないことになるでしょう。

では，原初にあたるのはなにか。

私たちは，現在の社会との取り組みから始めま
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20周年記念事業委員会

委員長古賀 和則

した。私たちが構想を試みる将来像の表象を，キ

ーワードとして示したのが「社会的排除」です。

社会的排除という言葉は さまざまな局面を包含

しますが，焦点は， もちろん，私たちが“難民"

.難儀する人びとと表現しようとした排除されて

いる人びとです。難儀の実態に迫り，その解消や

支援の方途を探る必要があります。

もっとも.排除の因は，排除される側ではな

し排除する側に.また排除するシステムにある

ことはいうまでもないことです。さらに，排除を

制度的手段からの締め出しとすれば，手段が指向

する文化的目標も検討されるべきでしょう。

ここに収載したのは，未来志向の出発に当たる

記念講演とシンポジウムです。そして. 2009年

度.社会学部に共生社会研究センターを設立し

その事業を展開しています。その過程で，原初の

今日の形象が確立することが期待されます。

20周年記念行事，途半ば。

(2010年 l月 10日記)




